Toward a General Theory of Socion (II) by 木村 洋二 & Kimura Yohji G.
ソシオンの一般理論（?）
その他のタイトル Toward a General Theory of Socion (II)
著者 木村 洋二
雑誌名 関西大学社会学部紀要
巻 31
号 2-3
発行年 2000-03-25
URL http://hdl.handle.net/10112/00022379
関西大学『社会学部紀要』第31巻第2・3合併号， 2000,pp.63-149 ISSN 0287-6817 
ソシオンの一般理論 (II)
木 村 洋
Toward a General Theory of Socion (1) 
Y ohji G. KIMURA 
Abstract 
An advanced model of Socion Cube is developed. 8 patterns of emotions ("compassion-want", "pride 
-praise", "despite-humility", "envy-modesty") are explained in terms of social communication. The 
"expect-potential" which is assumed to be exchanged is named "sociotron". The negative expect-poten-
tial such as the hatred is named "necron", and the positive one as the gratitude is named "posion". 4 types 
of communication loops of the sociotron ("posion-loop", "necron-loop", "equalization-loop" and "differ-
entiation-loop") are described on the Cube model. These loops generate differnt social dynamics in the 
socion network, which result in the structural differentiation of "trust". The equalitarian and the 
discriminative phases are analyzed in terms of 8 emotions, and the dynamical flow of ideology is 
discussed. Meanwhile, "socion" is a new term denoting a person or a group as a functional nod (socio-
neuron) of the social network system. 
Key Words; socion, dyon, network, communication, cube, sociotron, necron, posion, trust, equality, 
discrimination, ideology, smile, desire, ecstasy 
抄録
ソシオン (socion= socio-neuron)は，社会ネットワークの結び目としての人間あるいは集団をさす造語であ
る。前号に引き続き，ソシオン理論のフレームの概略を提示する。本稿では，二者関係（ダイアッド）をサプレ
ペルで制御する荷重変換ユニット（ダイオン dyon)のモデルを構成し．比較による感情の発生とシャドーの誕
生を論じた。ダイオンの動作によって謙遜一憐憫，尊大一侮蔑，卑下一崇拝，貪欲一嫉妬の 4対の感情が発生す
る。それらの状相を上下左右に分けてそれぞれ希望・恐怖•平等・差別に対応させてキュープに表現した。それ
らの感情を連結することで，社会的コミュニケーションのループが形成される。ループを循環する予期ポテンシ
ャルをソシオトロン，その正負の別によってポジオン，ネクロンと命名し，それぞれの特質を明らかにした。キ
ュープを差異とその変化率に注目した状相空間とみなすと，自由と平等，希望と恐怖の力の場を運動する社会ネ
ットワークの軌道を描くことができる。
キーワード：ソシオン，ダイオン，ネットワーク．コミュニケーション，キュープモデル，ソシオトロン，
ネクロン．ポジオン，信頼．平等．差別，イデオロギー，微笑．欲望，ェクスタシー
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5-1ダイオン
2個のソシオンはたがいに自他をたたみ込んで「ダイアッド (dyad)」と呼ぶ多重交叉シ
ステムを構成する。ダイアッドをつくるソシオンAとソシオンBが，それぞれの内部（第
2階層）で構成する自他のサプソシオンの連結ユニットを「ダイオン」 (dyon)と名づけよ
う。ダイアッドには，オプジェクトレベルとサプレベル，そしてメタレベルの 3つのレベ
ルがあって，ダイオンはその第 2階層＝サプレベルにおいて構成された他者の像x荷重と
自己の像x荷重の連結体である。ソシオンAの内部にはサプソシオン AaとBaが連結され
たダイオンが， Bの内部にはサプソシオン A叱 Bbが連結されたダイオンが，それぞれ構成
されることになる（図5.1参照）。
ダイオンは，自他どちらか一方の動きをモニターしながら，その量を対称あるいは反対
称に変換することで，他方の状態や運動に対する「予期ポテンシャル」を発生する。この
章では，ダイオンを，自他いずれかの荷重（変化）量から他方の荷重（変化）量を推論す
る変換マシンと仮定し，そこから導かれる自他の荷重の変化にかかわる予期と感情の生成
について一連の仮説を提示する。
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図5.la階層構成
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図5.1bたたみ込み
図5.1ダイオンとその階層
a図は，下から第 1階層のオプジェクト・レベル，第 2階層のサプ（ジェクト）・レベル，第3階層
のメタ・レベルのたたみ込みを表わす。 bは，それを中へ構成してわかりやすく表現した。メタレベル
は省略してある。
5-1.1他者性の予期
はかりは，バネの縮み具合で「他なるもの」の重みを計る。ヒトは人混みのなかで突然
つま先に圧痛を感じたら，「だれかが足を踏んだ！」と考えて近くの人をにらみつけるかも
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しれない。あったはずのお金がなくなっていたら，使った憶えがない以上，「だれかに盗ら
れた！」とほとんどの人は思うだろう。このように，一定の条件のもとでは，自己のモニ
ターする変化量を変換して，目に見えない他者存在の動きや意図を構成する， という推論
には，それなりに合理性がある。
ホームで自分の乗っている電車が動いた，と思ったら，向かいの電車が反対側に動いた
だけだった， という錯覚経験をした人は少なくないだろう。知覚入力のある変化が，逆方
向にむかう自己の身体運動に自動的に変換されたのである。ダイオンと名づけた荷重変換
装置は，単なる視覚入力から，逆方向に動く身体感覚（加速度までも）を発生させるほど
に精緻で強力なメカニズムである。
なんらかの媒質の変化量をモニターして，これを逆変換することによって他者の運動を
擬似的に構成することは，理論的にも工学的にもそう困難なものではない。荷重と呼ぴな
らわしてきた「予期ポテンシャル」は，「他者性（の予期）」を情報デキゴトとして実体験
とおなじほどリアルに意識野に現前させるための媒質であり，笑いによって無化されるも
のである。しばしば妄想となりうるほどのリアリティをもって当人に現前するこの媒質は，
感覚運動系そのものとは（連結はされていても）碁本的に独立した神経系によって，なん
らかの機能的な量として回路的に構成されている，と仮定するのが適当だろう。ダイオン
は，その媒質の変化量を自他逆転対応させることによって，他者の存在を意識野にリアル
に構成するための変換装置である。人間は，このダイオンとよぶ回路装躍を発達させたゆ
えに，感覚運動系には与えられない見えない他者の存在を構成し，「不在」や「否定」をと
もなう社会や宗教とよばれるものを手にした，と考えられる I)。
1) おそらく，その代1賞として，「妄想」と呼ばれる不安定なリアリティの空間へ落ち込むリスクをも負
うことになった。「発狂」は，自殺とともにヒトを特徴づけるシステムのリスクである。
ちなみに，精神病理学者安永浩1977は，「幻影肢」のような錯党運動にヒントを得て，対象を体験
野にリアルに現出させる神経回路的な機能エネルギーの存在を仮定し，これを「ファントム機能」と
よんだ。彼は，このファントム機能エネルギーが，意識がモニターできないまま不連続に減弱する
（「ファントム短縮」）と仮定すれば，離人症や幻聴を中心とする分裂病特有の症状の発生が統一的に
説明できることを世界で初めて理論的に明らかにした。ここでいう自他変換の「媒質」（「荷重」）と
いう概念は，安永の「ファントム機能」概念に触発されたところがおおきい。
かつてこの仮定される荷重の自他変換器を「ソシオトロン」と呼んだことがあるが（木村1993),
この用語は，後に見るように，その動作によって自他の間を移動すると仮想的に想定される「微少荷
重」（侮りや敬意など）を総称する用語としてとっておきたい。変換器そのものは，「ダイオン」もし
くは荷重の「シーソー」あるいは「エンジン」などとよぶことにしよう。
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5-1.2差異のシーソ＿
すでに他所でも論じたように，ソシオンが，他者とのなんらかの比較によって発生する
差異に同一化すると仮定すると，一方の変化量あるいは運動量の反対量が，他方の変化量
もしくは運動量になる (LIA=A← Ba=-(Ba-N)=-LIB)。差異としての自己の荷重
は，他者の荷重とちょうど反対称（原点対称）で正負逆に対応することになる。つまり，
この変換系を採用すると，自他の差異さえ検出できれば，一方の荷重量の反対称変換によ
って他方の荷重量を自動的に導くことができる。
検出した自己（あるいは他者）の変化量を逆変換して，他者（あるいは自己）の変化量
を構成する操作系をもっとも簡単にあらわしたのが，図5.2である。左に自己Aaの荷重量，
右に他者 Baの荷重量をとる。上はプラスで「余剰」 (P: positive), 下はマイナスで「欠
如」 (N: negative)に対応させる。荷重量を一定（ゼロサム）とすると， Aの余剰はBの欠
如となり， Aの欠如はBの余剰となる。自他の荷重差に同一化したソシオンの存在感情は，
ちょうどシーソーのように逆対応で上下に変化することになる。
余剰は「楽」もしくは「快」を，欠如は「苦痛」の感覚を発生する。一般に，生体は，
快である正の余剰を増加させ，苦である負の欠如を減少させようとする荷重動作 (opera-
tion)を発生させる傾向をもつ。このプラスの運動意志 (positive-operation)は，図のシー
ソーでは上向きの矢印であらわすことができる。自己(S:self)の欠如を減らし，余剰を増
＋ 
Aa Ba 
図5.2ダイオンのシーソ＿
自己表象 A•への荷重動作パターンは， II I IV と四種類の位相が区別される。他者表象 B•について
も同様に 4つの位相が区別できる。差異に同一化するかぎり，これらの位相は自他で逆対応する。
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やそうとする肯定的な荷重動作もしくは意志(self-positive-operation)を「欲」とよぶ。こ
れに対し，他者(0:other)の余剰を増やそうとする運動意志 (other-positive-operation)
を「愛」2) と呼ぽう。
差異のシーソーにおいては，自己の余剰を増やそうとすると他者の欠如が増え，他者の
余剰を増やそうとすると自己の欠如が増える。したがって，比較による荷重差に同一化す
る限り，自己の欠如を減らして余剰を増やそうとする「欲」には，他者の余剰を減らして
欠如をもたらそうとする下向きの運動がともない，他者の欠如を減らして余剰をふやそう
とする「愛」には，自己の余剰を減らして欠如を引き受けようとする下向きの意志が発生
することになる。
プラスの荷重量を減少させ，負の荷重量を増加させようとするこれらの運動は，一般に
「攻撃性」とよばれる一連の否定的荷重動作 (negative-operation)を構成し，シーソーで
は下向きの矢印であらわすことができる。以下では，世俗的な欲望や愛の運動が，自他の
なんらかの次元を比較することによって発生する荷重差のゼロサム・ゲームとしてかなり
統一的に記述・説明できることを示そう 3)0 
5-2愛と欲望の変換
5-2.1愛と欲望
図5.3をごらんいただきたい。 Aのダイオン（図5.1の第 2階層に構成されるサプソシオ
ンがと B切荷重連結体）の運動状態を単純化して 4つのシーソーで示している。シーソー
の左側がA,右がBである。図から分かるように，自己が他者とのあいだでなんらかの比
較によって「差異」を検出したとき，その次元上で優位にあるか劣位にあるか正負 2つの
状態を区別できる。このとき荷重動作の対象となる自己表象あるいは他者表象について，
それぞれ余剰を増やすか，減らすか，あるいは欠如を減らすか，増やすかの 4つ，全体で
2) アリストテレスによれば，「愛とはある人に自分がよいと思うあらゆる事物を希望すること，しかも
自分のためでなくその人のためにであり，いつでもそれをさし出す準備状態にあることである」。本
稿で「愛」とよぶのは，自己の荷重分を減少させても，他者の荷重分をくわえようとする荷重動作で．
この古典的な「愛」の定義に合致する。
3)仮説の骨幹はすでに，「欲望のソシオン理論」1995で提示した。この章はその後発展した部分を加え
て，より簡潔で体系的なモデルを展開する。ダイオンとよぷところの，行動システムの制御中枢にお
いて回路的に構成されていると仮定される予期ポテンシャルの変換エンジン（荷重のシーソー）の動
作や位相特性から，対人的な「感情」とよばれるホルモン—神経ー意識現象を網羅的に導出しつつ，可
能な限り論理的な説明仮説を体系的に構築することが本稿の課題である。
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aAの欲 bAの愛 cBの欲 dBの愛
図5.3愛と欲のシーソー
3a Aの欲： Aの欲動作として，優位にある自己をさらに上げようとする動作2-SPD(self-positive-
differentiation/ほこる）と，その反対動作として，劣位の他者を下げようとする動作3-0ND(other 
-negative-differentiation/さげすむ）が生じうる。 3bAの愛： Aからみて，他者である劣位のBを上
げる動作I-OPE (other-positive-equalization/あわれむ）は，その反対動作として自己Aを下げる動作
4-SNE (self-negative-equalization/つつしむ）を発生させる。 3cBの欲：劣位者Bの動作に移る。ま
ず自己の欠如をみたそうとする欲望の運動5-SPE(self-positive-equalization/ほしがる）が発生する。
これと反対称に，他者の余剰分を減らそうとする運動8-0NE(other-negative-equalization/ねたむ）
も生じうる。 3dBの愛：最後にBの愛の動作として，優位の他者をさらに優位に押し上げる運動6-
OPD (other-positive-differentiation/たたえる）が発生する。これと反対側に，劣位の自己をさらに
下に押しさげる動作7-SND(self-negative-differentiation/いやしむ）も発生する。
8つの位相を区別できる。 3aでは左側のシーソーの矢印が自己表象Aaへの荷重動作を，右
側のシーソーの矢印が他者表象 Baの荷重動作を表わしている。ダイオンの反対称変換子の
もとでは，自あるいは他の荷重変化量は，たがいに他方の反対量として正負反対称にちょ
うどシーソーの反対側に変換されることになる。
5-2.2優位の動作
4個のシーソーのうち aとbは，優位者Aがそのサプネットにおいて構成したAのダイ
オンのシーソーで， C とdは劣位者Bが自分のサプネットで構成したモデルである。
まず優位者Aのダイオン動作をシーソーモデルで考えてみよう。初期条件として，自己
Aがなんらかの比較によって自分が他者Bにたいして優位であることを検出知覚したとし
よう。 Aa>B元自己の差異W(荷重の持ち分）が「余剰」 (Wa= N-Ba>O), 他者Bが
「欠如」 (Wba=Ba-Aべ0)である（図 aとb)。差異に同一化した意識ー私Aは，この余
剰をとりあえず「楽」もしくは「快」の感情として経験する。
2-SPD 
さて，このとき優位者自己Aには，論理的に 4つの運動意志が発生しうる。まず，ひと
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つの自然な可能性として，優位にある私Aは，さらに自己Aaを向上あるいは上昇させて余
剰の快を増やそうとするだろう。自己表象(self)にたいする肯定的荷重動作(self-positive
-operation)に，差異化 (differentiation)を含意させて，この動作を以下SPDと記号化
することにしよう。優位時の自己表象 (S} に対する肯定的荷重動作 (P動作）は必然的
に，荷重差の拡大つまり自他の差異化 (D) をもたらすからである。
いわゆる日常語のほこるという欲望の動きがこれに相当し，図 aの左の矢印がこれをあ
らわす。図のなかで2-SPDと， SPDについている数字2は，のちに構成するキュープの項
点の番号と対応させるための符号である。
3-0ND 
反対称変換でこれと対になるのが，劣位にある他者Bの荷重をさらに低下させようとす
る運動で， Aの「欲」の運動の否定的側面を表わしている。この他者の表象にたいする否
定的荷重動作 (other-negative-operation)によって，やはり自他の差異が拡大するので，
otherとnegativeの頭文字 ONに， differentiationのDをつけてこれを ONDと略称しよ
う。いわゆるあなどるというこころの動きがこれに相当し， aの右側にある下向きの矢印
がその荷重操作を表わしている。のちにみるように，この他者を下げようとする運動は，
反対の自己の側にシャドーとして余剰つまり快の感情を発生しうる。以上，シーソーの a
は，自己Aが優位であるばあいの欲望の運動である。
1-0PE 
ソシオンは，表象としてとりこんだ他者の荷重を，それなりにリアルな存在として他者
性のモードで経験する。優位者Aが，他者Bの像をとりこみ自己と比較したとき（この比
較は通常無意識のうちにおこなわれる），荷重表象体としての他者BRはAのサプネット上
に「欠如」として構成されることになる。このとき， Aは，他者B (実際には Bりの「欠
如」を，内部の荷重場に発生した一種の「負圧」として独特の「苦しみ」のうちに経験す
る。いわゆる「痛ましさ」，あるいは「気の毒」とよばれる感情経験は，他者におけるこの
欠如が，自己の（第 2階層の）サプネット上でまぎれもなく「負圧」として生きられたこ
とを証すシグナルである， と考えられる。
なお，自己のもつ「余剰分」（幸せや優越の感覚）を，単に自他反対称に変換するだけで
も，この「欠如」が発生する。この場合は，恵まれた人が恵まれないと思う人に，勝手に
「気の毒」を感じることになる。ともあれ，この他者の欠如を減らそう，減らしたいと指
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向する荷重動作が，図 bのあわれみとよばれるこころの動作であり，もっとも基本的な「愛」
の運動のひとつであることは，いうまでもない。劣位の他者をひき上げよう，その欠如を
埋めようというこの肯定的な荷重動作(other-positive-operation)は，必然的に自他の平等
化 (equalization)をもたらすので, OPEと略称しよう。
4-SNE 
これとは対照的に，他者の欠如を減らすために，自己の余剰を減少させようとするもう
ひとつの「愛」の運動も発生しうる。図 bの左側の矢印が，自己の過分な荷重を引き下げ
ようとするこの愛の動作をあらわしている。この優位者の自己表象にたいする否定的な荷
重動作 (self-negative-operation)は，やはり差異を縮小して平等化 (equalization)をもた
らすことになるので， SNEとよぽう。いわゆるつつしむというこころの動きがこれに相当
することはいうまでもない。
自己がにおける余剰の快を減らそうとするこの「つつしみ」の愛は，図 bの右側に示し
たように，他者 Baの苦しみを減少させようとする「あわれみ」の運動と対をなして反対称
に連動しうる。不合格となった友人の前で自分の合格を祝えないのは，このためである。
5-2.3劣位の動作
次に，初期条件として，自己が他者と比較して劣位にある場合を考える。シーソー c,
dで，このふたつのシーソーは，劣位者Bの方が自己，優位者であるAが他者Abとなって
いて，前のふたつとは自他が表現上逆転している。自己である劣位者Bにおいても，自他
それぞれの荷重表象にたいして，自 Bbを上げ，他Abを下げるか，あるいは他を上げ，自を
下げるかの 4つの荷重動作意志が発生しうる。
5-SPE 
5-3cは，比較すると欠如している自己 Bbを他者 Abと平等なところまでひき上げようと
する肯定的荷重動作 (self-positive-operation)である。劣位者である自己の欠如分が減少
すると必然的に平等化 (equalization)するので， SPEと略称しよう。自己の欠如 (want)
を埋めようとするこの運動は，まさにほしがるところの典型的な欲望の運動である。欲望
は欠如の充足に「幸せ」を幻覚する，という特徴をもつ。
-71-
ソシオンの一般理論 (II) (木村）
8-0NE 
これと対になるのが，他者 Abを下げようとする反対側の運動 (other-negative-opera-
tion)である。これも自他の差異を縮小して平等化(equalization)をもたらすので， ONEと
呼ぽう。いわゆる「ねたむ」あるいはうらやむといったこころの動きがこれに相当する。
「ほしがる」のも「ねたむ」のも，他者との比較によって自己に発生した「欠如」の苦し
みを減少させようとする欲望の運動である。まさにその欠如の「負圧」が一種の「病い」
のように，ウラでこころの健康＝荷重場の機能をむしばむところから「うらやましい」(~
裏病しい）という大和ことばが生まれたのかも知れない。
なお，「うらやましさ」のあまり引き下ろしたくなるのも，「気の毒」のあまり助け上げ
たくなるのも，実際の他者自体ではなく，私が自分のサプネットに構成したサプソシオン
であることに注意したい。「ねたみ」が無害に発散されたり，「あわれみ」が余計なお世話
になったりするのは，このサプソシオンが私の主観にとってはリアルでも，対象となる他
者にとっては基本的に脳の外部にあるからである丸
7-SND 
最後のシーソー dに移ろう。これは，劣位にある自己Bが，自身には苦であるはずの欠
如をさらに拡大しようとする動作(self-negative-operation)である。当然差異は拡大する
(differentiation)ので， SNDと略そう。劣位者がみずから進んでさらに自己を劣位化する
この運動は，乎等主義になじんだわれわれにはすこし奇異に見えるが，差異の存在を前提
にした伝統社会ではごく索直で「敬虔」な心の動きであったとおもわれる。 dの右側の矢
印が劣位にある自分の荷重 Bbをさらに下げる SNDの運動をしめしており，自分をいやし
むあるいは「へりくだる」という態度がこれに相当する。
6-0PD 
逆に他者である左側の優位者Aの像に目を転じると，その荷重 Abをさらに高めようとす
る運動(other-positive-operation)が発生するのがわかる。優位の他者をたたえあがめるこ
とによってさらに差異を拡大しよう (differentiation)とする運動であり， OPDと略称す
4) このふたつのA,つまり Aのなかのがと BのなかのAbは，のちに見るように表情コミュニケーショ
ンや黒呪術のようなシンポル転送によって連結されたり，同一視されることはありえても，本来Aと
Bというべつべつの個体の意識空間に属しており原理的に切断されている。人のオモイは，この連結
と切断のあいだで生まれる。他者の幸せを祈る人は，連結の可能性に賭けて切断に脅え，呪われる人
は連結に脅えて切断に賭けるのである。
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る。英雄にたいする「崇拝」や主君にたいする「敬愛」の気もちなどがこれに相当しよう。
恋人や優れた友人にたいする「惚れ込み」や「賛嘆」もこの次元の運動である。
5-3シャドーの誕生
5-3. 1シャドー感情
反対称変換では，自己の荷重と他者の荷重は対になってシーソーのように反対方向に運
動する。このとき意識が一方を指向していると，他方は意識野にとらえられない。つまり
一方を照らすと，一般に他方が意識の陰に入る。この指向の陰に入った感情の動作を「シ
ャドー」と呼ぶ。シャドーは意識されないことがあるが，生きられないわけではない。明
確に意識はされなくても，半ば気づかれ無意識のうちに経験されている，と考えられる。
自慢
たとえば，「ほこり高い」人は，自分で気づかないうちに他者に「あなどり」を抱いてい
ることがある。自慢話ばかりする人は，それによってシャドーとしての他者への軽侮を無
意識のうちに生きている，といえる。図5.4のなかでシーソー aの点線であらわした片割れ
部分がこのシャドーの「さげすみ」 ONDに相当する。
悪ロ
逆に表で他者に「あなどり」の感情をもつ人は，その他者を蔑むことによって自己に発
：量~::叫。他~ 自:~~偏~)
a自慢 b悪口 c気の毒 d自粛
攣8-0NE ::., 饉(8--0言NE) ニ6-0PD 他 f ・.I• 攣(O<>PD) ； 
(7-SND) 
e陰口 f羨望 g追従 h卑下
図5.4 シャドーのシーソー
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生するシャドーの「ほこり」を吸っていることがすくなくない。多くのばあい，声高に非
難したり，陰口をたたいたりするのは，その非難の結果として反対側に生まれる自己のシ
ャドー SPD(図 bの点線部分）を生きるためである。他者のような欠如体ではナイ私が，
この否定動作ONDの影＝シャドーとして実体をもたないまま反対側に誕生する。
気の毒
優位者の愛の運動 Cについても，同じようにシャドーが発生しうる。たとえば，前にあ
げたように，不幸な他者を「気の毒」 OPEに感じる人は，無意識のうちに自分の恵まれた
身の上に「やましさ」 SNEのような心苦しい感情を感じていることがある。この「やまし
さ」の感覚が，意識が表で指向する「あわれみ」のシャドー感情である。一種の「うしろ
めたさ」の感覚で，まさにこの「うしろ」ということばが，それがシャドーであることを
物語っている。おおらかに自分の余剰を満喫できない人は，どこかに「やましさ」のシャ
ドーを抱えている， といういい方もできそうである。
自粛
逆に，普段から「つつしみ」 SNE深い人は，とくに意識しなくても（また，頼まれもし
ないのに）他者を「気の毒」 OPEに感じている可能性がつよい。あるいは，「謙譲」や「つ
つしみ」のウラには，他者への「いたわり」が影となってかくれている，ともいえる (d)。
何もしてあげられないときに，祝賀行事を自粛したりするのは，シャドーとしての「あわ
れみ」を生きるためである。謹慎や断食といった自己放棄も，いくら「あわれ」に思って
も， もはや助けることのできない他者（の荷重表象）に捧げられる「シャドーの祈り」で
ある， と考えると，死者にささげられる「供養」や「陰膳」同様，合理的に理解できよう。
羨望
自己が劣位にある場合のシャドー・オペレーションについても検討しておきたい。「ねた
む」 ONEと「ほしがる」 SPE, そして「たたえる」 OPDと「ひげする」 SNDの感情動作
はそれぞれ一対の感情で，指向の目が自分（この場合Bりを向いているか，他人（この場
合が）を向いているかの違いがあるだけである。どちらか一方を指向すると他方はシャド
ーに入る。
むやみに「ほしがる」人は，他者にたいする「うらやみ」 ONEのシャドーにとりつかれ
ており，逆に他者を「うらやんで」ONEばかりいる人は，シャドーとしての欠如つまり意
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識されない欲望を生きている (f), といえる。
ちなみに，自分より優れた他人を悪くいう陰口の快感は，その反作用として自分の欠如
つまり劣等感がみたされるかのような錯覚＝シャドーのよろこぴである (e)。自己Bbのい
っそうの向上 SPEが期待できなかったり，事実上不可能であるばあい，他者を否定的に
「引き下ろす」このようなシャドー動作 ONEが発生しやすい5)。
追従
最後に，劣位者Bにおける愛の動作もシャドーを生み出す。すなわち，意識の表で他者
を「たたえる」 OPD人は，無意識のうちに自分を「卑下」 SNDしやすい (g)。このシャ
ドーは，基本的に「へりくだり」としてあらわれる。恋人や教祖を崇拝するとき，人は「敬
虔」になるのである。ちなみに，本当の尊敬をともなわない「へりくだり」が「卑屈」で
あり，本当の卑下をともなわない「称賛」が「追従」となる。
卑下
逆に，いつも自分を卑下してばかりいる人は，自覚しないままにシーソーを傾かせ，反
対側の他者をシャドーの理想として崇めやすい (h)。じっさい，過度に自罰的な人は，実
体以上に他者を理想化しがちである。「苦行」や「禁欲」，「原罪」といった自虐的な制度は，
おそらく，そのはげしい自己否定動作によって，ポジテイプな他者性の荷重をしぽりだし，
そのシャドー荷重を「神」や「恋人」のシニフィアンに導いて崇拝の回路を開こうとする
5) ちなみに，日本人は，自分の幸せが他者の犠牲のうえになりたっていると感じるとき，「やましい」
（荻しい・病ましい）と表現し，そのシャドーの欠如に対し「お陰様で」と感謝をささげている可能
性がある。逆に，表に他者の余剰を見ながら，「陰」もしくは「裏」で自己に欠如を感じる状態を「裏
で病む」すなわち「うらやむ」と古代の日本人は表現したのかもしれない。「うらやましさ」と「う
しろめたさ」はちょうど意識の指向の裏側で逆対応するシャドーである（山野保1989)。
日本語におけるシャドー感情の表現系はかなり精妙かつ論理的であるように思われる（土居健郎
1971)。自己（意識主体）における他者（表象荷重体）の欠如の「痛み」（痛ましさ）を「気の毒」 (OND
→ OPE)とすれば，「やましさ」（恢しさ＝病しさ）はそのシャドーとして自己（表象荷重体）に発生
する「痛み」 (SPD→ SNE)である。「やましさ」は「気の毒」の裏返しなのだ。
逆に「うらやましさ」（羨ましさ＝裏・疾しさ」は，他者の余剰によって発生する私の「欠如」の裏
返しであり，この欠如=want=欲望をシャドーとして他者の余剰（幸せ）をふたたぴ指向する不幸
な意識である。このとき，他者の余剰を私の欲望の「目的」として指向するのが「うらやましさ」で
あるが，私の欠如の「原因」としてこの他者の余剰を意識化したばあい，「うらやましさ」は「うら
み」あるいは「ねたみ」へと反転する。したがって，「ねたみ」は，余剰の価値を自分のものにする
獲得の運動ではなく，理由なく私に欠如（の苦しみ）をもたらした他者の余剰を破壊する攻撃の運動
として現れるのである。
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5-3.2邪悪な動作
意地悪
ソシオンの一般理論 (II) (木村）
社会学的視野につなぐために，ここでしばらく「欲望」の運命について考えておきたい。
たとえば，自分より魅力的な転校生が田舎者である少女あるいは少年私の前に現れたとし
よう。優れた他者ーライバルの出現は，ダイオンのシーソー変換によって，主体—私に「欠
如」を発生させる。突然「私」に発生したこの欠如＝苦しみは，比較によって差異を検出
する「無意識」のメカニズムによるものであって，意識主体ー私は，そのプロセスを自覚し
ないし， したがってその到来に「責め」を負わない。私が私のせいでこの欠如の苦しみを
身に帯びたのではない以上，私の前に現れたこの他者も，たとえ「何の罪もない」として
も，私の欠如につりあう剥奪や迫害をうけても「おあいこ」なのである。
すなわち，この場合転校生に向けられるだろう突然の攻撃には，ただの「意地悪」と呼
びすてるにはしのびない，それなりに合理的で理解可能な変換原理 (NN型の自他対称変
換＝負の互酬性規範）がはたらいている。おそらくすべての子どもは，なんどもこの「意
地悪変換」を経験しながら自分の欲動を「文明」へとのりこえるのである；
ルサンチマン
すべての子どもにとって問題であるものは，人類にとっても問題である。何の理由もな
く下層階級が（多くの場合，「上流階級」との比較において）抱えこんだ「欠如」の苦しみ
（「働いても働いても我が暮らし楽にならず」）が， しばしば文明を危殆に陥れるほどの「暴
動」や「反乱」さらには粛清行為へと発展するのも，この原初的シャドー・ロジックによ
るところが多い， と説明できるだろう。おそらく，「うらやましい」けれど，「やましい」
ところがないとき，「うらみ」だけがのこって， NN対称変換による「盗や乱」（安藤昌益
1750-) という憎悪の攻撃に転化するのである。
嫉妬や劣等感のように，意識化されにくく表に出にくい負性感情は，まさに意識の「シ
ャドー＝影」の部分として意識主体には気づかれないまま（無意識の）神経回路システム
にポテンシャルとしてため込まれうる。とくに，悪意や「ルサンチマン」 (M.シェーラー
1919)のような， N型のシャドー感情は，社会的・文化的にも否認や抑圧の犠牲になりや
すく，そのポテンシャル・エネルギーはしばしば暴動や反乱の弾薬庫ともなりうる。
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このシャドー・エネルギーをどのような言語ー表象装置をつかって否定・ 抑圧するのか，
逆に煽り立てて特定の他者やシンポルヘ誘導するか，を決めるのが文化やイデオロギーの
重要な機能であるが，果たしてそれらがどのように「文明」の形成を助け，あるいは破壊
するのか，についてはまた章をかえてふれることにしよう。
シャドー性の感情は，その発生が反対動作に依存しており，多くは意識の指向からはず
れたままそれと意識されないうちに生きられる，という点に特徴がある6)。しかし，ある種
のシャドーは，本人も気づかないうちに特有の表情をもつ「微笑」として漏れ出ることが
ある。次章では， しばしばシャドーが生きられたことを密かに告げる微笑について，いく
つかの類型をダイオンとの関連でみることにしよう。
5-4微笑とダイオン
自己表象と他者表象の連結荷重モデルであるダイオンは，自他どちらの荷重が優位にあ
るか，そのとき自他どちらを意識が指向するかで， 4つの様態を区別できる。それぞれの
ばあいにおいて，対象の荷重は増大するのか，それとも減少するのか，その方向を区別す
6)「シャドー」は，否認や無視，抑圧，解離，投射といった「防衛」メカニズムをふくむs.フロイト1916
の精神分析的概念と密接に絡んでおり， C.G.ユング1920の「シャドー」の概念もふくめ，人間科学
の重要な問題がふくまれている。本稿の「シャドー」は，「無意識」に近いが，同じではない。ダイ
オンのシャドーは，反対動作として発生する，という点と，本人はそれと気づかないままとっさに「生
きてしまう」，ということがポイントである。我にかえったときの「後味の悪さ」や「もどかしさ」，
あるいは「はずかしさ」の感情が，このことを示している。
シャドー感情の発生が単に気づかれないだけでなく，その存在じたいが主体によって積極的に否
認される場合，重大な問題が発生しうる。解離された無意識のシャドー・エネルギーは，しばしば外
部の他者へと象徴的に投射される。「排除された欲動は他者の場所に現れる」 (J.ラカン1966)ので
ある。このとき，主体には，その解離された欲動を投射された「他者」を現実的にオプジェクトレペ
ルで「否定」することで，自己をその「邪悪なシャドー」の反対存在である二重のシャドーとして定
立する道が開かれる (T.H.オグデン1989)。
たとえば「異端，異教徒，魔女」の「審問，火灸り」から，「反革命」の虐殺，「ユダヤ人」のホロ
コーストにいたるまで，人類の犯す信じがたい残虐行為のかずかずは，単なる狂気の仕業などでは全
くない。まさにその拷問や火灸りといった「否定」行為のシャドーとして，「敬虔なクリスチャン」
「文明人」「本当の共産主義者」を誕生させるための生け贄儀礼であった可能性が高い。
充たしえない欲望のシャドーによって妬みの攻撃がおこるように，実現しえない「理想（神）」の
シャドーが現実の人間を「血祭り」にする。反革命や魔女は，寵りはじめた神の荷重が反対側に投射
構成する「シャドーの他者性」であり，火灸りや迫害はもはやそのシャドーの否定によってしか輝か
ない「瀕死の神」に捧げられる生け贄の鏡式なのだ。立派な理想主義者が，欲望や悪意を外部の「他
者」へ投射して， しばしば生身の人間や現実の世界を否定・攻撃するのも，これと同じ二重否定のシ
ャドーに囚われた結果と考えられる。以上の突然の注釈は，ソシオン理論が最終的に射程にとらえよ
うとしているテーマの不用意な漏洩であった。詳細はトリオンの章であらためて論じられる。
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図5.5 微笑
ることによって，全体で 8つの情態が誕生する。
それぞれの場合において，予期ポテンシャルの変動は，一般にある特有の表情として目
や顔に表出される， と仮定できる。とくに，不意に発生した余剰は，おかしみをともなわ
なくとも「笑い」 (laughter) と同じ表出経路をとおるためであろう，特有の笑顔 (smile)
となってしばしば本人も気づかないうちにあふれ出ることがおおい。シャドーとよぶ無意
識の動作をふくめて，徴笑は確実に荷重のシーソーが動いていることを窺い知る貴重で精
妙なサインである。筆者がかって仮説として提示した「笑いの統一理論」の体系性と索出
機能のテストもかねて，以下，ダイオンの動作から微笑の類型論を簡単に整理する。
余剰
笑いは，パターン認識系に同一性と差異をめぐる振動（「似ていてちがう！」）が発生し
たとき，これに起因する図式作動の発振から精神のエンジンに相当する荷重出力系を保護
するための「負荷脱離」の回路現象であった（木村1983)。この負荷脱離によって荷重出力
系と負荷図式が切断され，備給停止によって表象図式のリアリティが無化されると同時に，
直前まで備給されていた予期ポテンシャル（＝荷重）が余剰化して，「愉快な無」，つまり
笑いとなって放出される。すでに統一理論で展開したように，この笑いの回路を発明する
ことによって，人類の脳は「発振」をおそれることなく存分に認知機能を発達させた。類
似性のなかに差異を，差異のなかに類似性を発見して，認識と精神へ向かって進化の旅に
出ることができたのである。
さて，予期ポテンシャルと実出力のあいだに余剰の荷重差がうまれると，パターン認識
系の知的ー精神的な振動をともなわないまま，余剰化した荷重がおかしみの笑いとおなじチ
ャンネルを経由して放出されうる。このとき，余剰の発生が緩慢であったり，微妙なシャ
-78-
関西大学『社会学部紀要』第31巻第 2・3合併号
ドー性を帯ぴていたりすると，横隔膜まで振動しない微かな笑い，つまり「微笑」がうま
れると考えられる。余剰が意志的な荷重動作をともなうものである場合は，おかしみによ
る発振性の笑いとは微妙に異なった複雑な表情となるだろう。
嘲り
図5.5をごらんいただきたい。この愛と欲望のシーソーで発生する余剰部分が微笑として
放出される， と考えてみよう。まず，シーソー aの右側の斜線部分は，他者の荷重低下に
よって発生した余剰を，左の点描部分は，自己側に発生した相対的優越の余剰を示してい
る。他者表象 Baに備給していた荷重が「蔑み」 ONDによって余剰化したとき，他者の斜
線部分が笑いとして放出される，と仮定できる。失態を演じた他者を見て思わず漏らす「失
笑」や「憫笑」のたぐいがこれにあたる。この「価値低下」（梅原猛1972)を先取りすると，
「ホラホラどうせまた失敗する」とか，「アナタなんかにできっこないわよ」というたぐい
の「冷笑」となるだろう。能動的に他者を貶めようとする意志動作が混入しているばあい
は，目に冷たい光りを宿した意地の悪い微笑や，歯を剥いたり鼻を鳴らすような攻撃性の
微笑つまり「あざけり」の嘲笑となる (H.ベルグソン1900)。いずれも，価値の下落の予
期によるポテンシャルの落差が余剰化し，笑いとして表情表出系ヘチャンネルされるもの
とおもわれる。なお，「失笑」にひきつづいてあきらめや許容が加わると「苦笑」となる。
いずれも事前事後の差はあるが，「笑いのメカニズム」において「リアリティ・キャンセル」
のシグナルとしての微笑として整理したもののひとつである。
勝利
ちょうどこの他者 Baの価値剥奪あるいは下落に対応して，自己Aaにシャドーの余剰が
発生する。シーソー aの左側の部分がその余剰で，密かな SPDの笑い，「ほくそ笑み」を
生みだす。ライバルの失敗を見たときなど一瞬目に浮かぶ「うれしそうな」笑いもこの種
の笑いに近い。下手な勝負師が「勝った」と思ったときつい顔に出るニンマリとした笑み
は，勝利の予期がもたらす余剰の単純な湧出である。「命はもらった」などといってニタリ
とする場面では，勝利の予期とあざけりの憫笑が交錯して悪党の顔に漏れ出るのである。
なお一人で通帳や成績表をみてニャニャするのは，自自変換動作によって，以前の自分に
くらべて余剰が生まれたことを発見した欲望の微笑である。
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皮肉
図 Cは他者が優位のばあいのシーソーである。優位の他者Aを引き下げようとする Bの
「妬み」ONEは，攻撃性の N動作をふくむ分だけ独特の険しい表情をもつ。また劣位の自
己を上げようとする「欲望」 SPEも，よく知られているように苦しげな欠如性の表情をと
もなう。優位者にたいする皮肉をこめたうすら笑い，不敬な笑いが前者のひとつである。
これに対応して無意識裡に，自己の欠如が埋まるようなシャドーが発生する。上位者の引
き下ろしの結果として私に訪れたシャドーのよろこぶ笑いで，ひがみと意地悪をふくんだ
独特の複合性がある。他人の悪日をいいあって笑うときもこれにちかく，たがいに相手の
顔に盗み見るのは，まさに人間のもうひとつの顔に浮かぶシャドーの笑いだろう。
単純に，対戦試合でつよい相手がしくじったときなどは，同じ優位者の失態でももっと
自然なよろこぴの笑顔となる。お互いルールにしたがって表で闘っている分だけ，よろこ
ぴが正直に笑顔に出るのである。
称賛
愛の徴笑みに移ろう。図5.5dである。すぐれた他者A吋こたいする「称賛」の念OPDも，
ある種の徴笑みをともなうことがおおい。他者のパフォーマンスが予想をうわまわった場
合，自然に発生する「驚き」 (H.スペンサー1860)が賛嘆の余剰荷重とミックスして明る
い悦ばしさの表情を生み出すものとおもわれる。ちょうどこれに対応するように，称賛の
拍手や花束を受け取りながら恥ずかしそうに微笑む「謙譲」の微笑は，自分に贈られた称
賛を過分な光栄としてキャンセルした結果，余剰となってしまったプラス荷重のつつまし
い放射である。
劣位者が優位者にむける笑顔には，自然にわき出る称賛や尊敬による余剰の微笑みのほ
かに，相手の意を迎えるためにこころにもない称賛を贈ろうとする「お追従」の笑いがあ
る。シャドーの余剰を生み出すために，敢えて自らを下げてみせる必要から「卑屈さ」を
ともなうある種の媚笑いとなることが多い。どちらもおくる称賛自体がウソなので，独特
の「つくり笑い」をともなうのだろう。哀願がある種の「怯え」とミックスすると，本格
的にあわれみをこいねがう「懇願の微笑」にもなりうる。
慈悲
最後に， 5.5bである。欠如に苦しむ他者を前にやさしい人がなげかける微笑みは，劣位
の他者を助け上げようとする運動OPEが生み出す余剰の微笑みである。その苦しみが間
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もなくなくなりますようにという祈り，あるいはいずれそんなに苦しまなくてよくなりま
すよ，という慰めや励ましの微笑みであり，慈悲の微笑といわれるものに相当しよう。他
者の苦しみが軽減に向かうあるいは向けようという予期のもとで，その他者庄における欠
如という負の荷重が，ゼロに近づくことで余剰化する，と仮定できる。
これに対応して逆サイドに，私の余剰を減少させようとする意志あるいは趣向が発生し
うる。いわゆる「つつしみ」が生み出す謙譲の微笑みがこれである。愛においては，この
つつしみによって生まれた余剰が，他者の欠如の苦しみを埋めるべくほほえみとなって放
射されるのだろう。このとき，他者の苦しみへの共感が悲しみの表情をたたえると，如来
像のような慈悲深い微笑になるのかもしれない。
礼節
なお図 Cの貪欲とちょうど逆の運動になるが，自分の欠如そのものを自分から・「無化」
する笑いもある。足を踏まれたとき，「すみません」という謝罪に「イヤイヤ……」と言い
ながら浮かべる「微笑み」は，相手によって被った自分の「痛み」を，ひいては「怒り」
を無化する「礼節」の微笑 (A.スターン1949)である。
ジャパニーズ・スマイルの例としてよく引き合いに出される芥川龍之介の小説「手巾」
に，「微笑み」を浮かべながら息子の死を先生に告げる母親の話があるが，これも私ごとき
の「苦しみ」を（大切なアナタとの間の「気」を毒したりしないように）キャンセルしよ
うとする健気な意志の文化的シグナルであるといえる。
ちなみに，突然学生の訃報に接して驚いた先生が，落としたタバコを拾おうとしてテー
プルの下に見たものは，ハンカチを握りしめた母親のふるえる手であった。母親の「微笑
み」は，自分の苦しみや「欠如」を他者の前で言い立てることを「見苦しい」とする日本
的「つつしみ」と礼節の文化的表現だったのである。言語性の図式を干渉させてこの種の
欠如や逆境を自分から「笑い」に変えることでキャンセルしようとする普逼的なもうひと
つの高級テクニックが，いわゆる「ユーモア」の技法である。
以上微妙な笑いを大雑把にみた。前の 3つは他者から奪う欲望の笑いであり，後3つは
他者に贈る愛の微笑みである。その他まだいろいろの種類があるが，微笑は甚本的に，そ
とからは目にみえないダイオンの荷重動作によって余剰荷重が発生したことを告げる内部
状態の不随意的な表出シグナルであるという点は変わらない。人間は，一瞬目に浮かぶ光
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の色やその表出のタイミングから，その笑いの意味を「顔」というメディアを介して刻々
と読みとりまた読みとられているのである。まさに「微笑一心の中で肩をすくめること一，
それは代数記号のようなものである」 (P.ヴァレリー1941)。
5-5ダイオンの変換論理
5-5. 1ダイオンの変換子
ソシオンAがその第 2階層においてサプソシオンをもちいて構成する二者の荷重連結モ
デルがAのダイオンである。ダイオンは，自己がと他者 Baの荷重を比較して自他の荷重差
を検出するそれ自体無意識の回路装置である。ダイオンは自他の荷重変化をモニターしな
がら，その変化量を反対称にあるいは対称に変換することで，他方の荷重変化について，
ありうるもしくはあるべき予期を第 2階層で形成する。このポテンシャル（の特に変動）
は，一定の「感情」を意識に現成しながら， しばしばオプジェクトレベルに予期を投射し
て知覚を荷重するとともに，一定の行動を動機づける。ここでは，二者が時間を介して相
互に関係するばあい，仮定されるダイオンの動作から実際にどのような変換が理論的に導
かれうるか，その変換のタイプと予期の形成について概観する。
反対称変換
ダイオンの動作を規定する変換論理として図5.6に4つの類型をあげた。最初の 2つは，
a P1噴換 bNP変換
C pp変換 dNN変換
図5.6 ダイオンの変換子
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前節でみた反対称変換，自他の荷重を正負逆対応させる自他変換である。自他どちらか一
方が正もしくは負にふれると，他方は反対に負あるいは正にふれることになる。この変換
により，意識の指向していない側にシャドーが発生することはすでにみたとおりである。
右側の他者の荷重を下げると左側の自己の荷重があがり (a), 自己を下げると他者性の荷
重が上がる (b)。ゼロサム条件下における愛と欲望のゲームはこの変換によって制御され
ると考えられる。
対称変換
後の 2つは自他どちらか一方がプラスなら他方もプラスヘ，あるいはマイナスならマイ
ナスヘ同量で変換される対称変換であり，この変換では正負はそのまま保存される。いわ
ゆる，「目には目を，歯には歯を」がこれに相当する。自他が対等に尊重されるのは，この
原理によるものである。贈与や援助の交換では， 5.6cのPP変換子が作動し，攻撃や破壊
の応酬では dのNN変換子が時間差をともなって作動していることになる。いうまでもな
く，人類学ではやくから「互酬性」 (reciprocity)の規範として注目されてきた，社会的交
換の制御原理である”。
さらに，図は省略したが，自対自，他対他の正負反対称変換操作がある。自自の NP変
換あるいは PN変換と，他を他に変換する NPあるいは PN変換である。これまでの自分
の苦労が未来において報われるべきだ，と思ったり，いままでさんざんいい思いをしてき
たのだから，これからは苦労してもらおう，などという感情思考はこの変換子による，と
考えることができる。
これらの変換子の動作によって生み出される感情は，時間順序，能動—受動のちがいによ
って，いろいろ種類のちがった具体的な感情を生成する。手を出したのはどちらが先か，
動作は自分から自発的に選択したか，それとも強制されたものか，などで具体的な意味づ
け，名づけはまったく違ってくるだろう。ここではその詳細な検討はおいて，形式として
の変換パターンに 4つの類型があることを確認するにとどめる。つぎの節では，それらの
変換子によってじっさいに荷重変換が行われるその可能な筋道を，優位者Aの愛と劣位者
7) P. プラウ1964,M. サーリンズ1972,A.W. グールドナー1970などを参照。なお拙稿「お世話の秤」
に時間差対称変換についての初歩的な議論を展開してある。 reciprocityは心理学では相互性と訳さ
れることもあるが，贈与の荷重交換における正負のバランスに関わる概念であって,mutualityとは
異なる。したがって負の応酬もレシプロカルでありうる。復讐の正当性はこの負の対称性原理(NN
変換）による。
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Bの欲を中心にして例示的にたどってみたい。
5-5.2愛の変換
フローチャート5.7aをごらんいただきたい。右の 2つの矩形十LlA叱ーLlBaは， Aが知
ヽ a +.L]Aa 
2-SPD 
di 
良》
／ T 
i j 
図5.7a 愛の変換
， e +..dA b 
6-0PD 
k l 
丁
＼ B心 領Ab f 
-L'.IAb -.L!Bb 
8-0NE J g 7-SND 
図5.7b 欲の変換
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覚あるいは指向している微少荷重（あるいは動作）を意味している。時間は基本的に右か
ら左に進行する。右のふたつの荷重は，ともに過去側に（時間的に先）ある。左の一△Aa 
と十△庄は未来側にある。図から理解されるように，これらの荷重はたがいにそれぞれタ
テの線で上下一対に結ばれ，自他反対称変換 b:+△ Aa→―△ B叱 d:-LIN→ +LI Ba 
によるシャドーを形成している。
横の水平な変換線のうち，上の線は正の領域における自他対称変換 a:+LIAa→
十△ Baを，下の線は負の領域における変換C:-LI Ba→一△がを示している。対角線の j
は，他者についての NP変換j:-LI Ba→ + LIBa, iは自己にかんする PN変換 i
: +LIN→一△がである。
お蔭
優位者Aの愛による変換を考える。まず図右側のタテの線で表わした変換 b:+△Aa 
→―△ Bai.J, らはじめよう。線の中程にあるシーソーは，反対称PN変換子の媒介を表わし
ており，この変換によって，私の余剰十LIAaは他者の欠如ーLIBaである，といったふうに，
反対荷重が発生する。私の余剰分十△Aaは他者からの「いただきモノ」，あるいは「戦利品」
といった意味づけはこの変換によって可能になる。
私の幸せは他者の「おかげ」という前提からはじめる。他者の存在を自分とおなじよう
に尊重しようとすると，他者に対する「感謝」の感覚（「おかげさまで」）とともに，シャ
ドーとして「すまなさ」の感覚叫私のために他者が被った欠如への配慮が発生する。私の
幸せ十△がは，そのために被った他者の苦しみーLIBaのうえになりたっている，という変
換である。これが強くなると，ある種の「やましさ」の感覚，あるいは罪の意識に転化す
ると考えられる。ちなみに，逆の変換一b:-LI Ba→十△がは，他者の欠如は私の余剰で
ある，という欲望と攻撃の論理を形成する。
8) 日本人はプレゼントをもらってなぜ「ありがとう」と言わずに「すみません」というのか． と日本に
きて間もないアメリカ人は不思議に思うらしい。これは日本人の「シャドー・コンシャスネス」と自
他変換のあり方を表わしていて興味ぶかい。私の幸せ（余剰十LIA)が他者の苦労によるもの（お蔭
-LIB)であると考えると．私は自分の余剰分については「ありがたい」 (Ithank you)のである
が．その私の余剰のためにアナタが被った欠如については「申し訳がなく」．すまない＝済ますこと
ができないのである（木村1995)。このアナタの欠如はこの場合はアナタの自由意志によるものであ
るが．私の過失による場合も，やはり同じように「申し訳がない」 (Iam sorry.)ことになる。交通
事故などでつい不用意に Iam sorry (=すみません）と言ってしまい．外国で「過失」の承認とう
けとめられたりしてしまうのはこの辺の事情が関連している。
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供養
このやましさを消すために，私は余剰分を放棄する（「自重」「遠慮」）かもしれない。こ
れが対角線の自から自への対称変換 i:+LIN→ -LIがである。「償い」としての出家や
自殺はこの極端なケースとかんがえることができる。この自己放棄が，他者の余剰をめざ
して行われるのが，左がわの上下をむすぶ反対称変換 d:-LIN→ +LI Baで，いわゆる贈
与の行為がこれに相当する。このとき，贈与によって発生するAの欠如 (-LIAりは， B
における「ご迷惑」である欠如 (-LIBりに見合っている。ダイアグラムの下部の対称変
換 C:-LI Ba→一△ががこれにあたる。 Bに与えた「被害」にたいするAの「補償」も，
この負の対称変換の一種である。
このAの「償い」(-△Aりによって， Bのがわに正の反対荷重 (+LIBりが誕生する。
この荷重が，返すことのできた「ご恩」であり，「償い」や「供養」によって慰められる犠
牲者の「霊」でもある，と考えることができる。実際，たとえば加害者Aは（あくまでも
自分のサプネットの上で）犠牲者Bの「霊 (Bり」が「浮かばれる」 (j:―△ Ba→ +LIBり
ように感じとるという点が，十LIBaのシャドー性を示していておもしろい。 dの逆変換
-d: +LI Ba→一△がは，もはやシャドーでしかない他者の幸せのために，我が身をさい
なみ欠如を刻む自虐の精神である，と考えることができる。
祟り
他者から私へ欠如を対称化する変換 C:―△ Ba→一△がは，他者の欠如と同等の欠如を
自分も身に帯びようとする一種の愛の変換と見ることもできる。子どもが，「あなたが行か
ないなら，私も行かない！」といって修学旅行に行かない場合などがこれにあたる。
これは自分から欠如をとりこむ自由な愛の動作であるが，受動的で不自由な変換も考え
ることができる。私によって欠如 (-LIBb)を被った他者の「霊」がその「恨み」 (-LIN)
を晴らすぺ<'私Aに向かって対応する負を送りこむという「祟り」 (-LIN)aのオペレ
ーションである。 Aに身のおぽえがあるばあい，内なる Baの欠如分が「恨み」として意識
され，その「報い」（対称変換）として自分が祟られている，という「脅え」 (-LIAりが，
リアルに体験されるのだろう。
対角線の他対他の対称変換j:―△ Ba→ +LlBaは他者Bの欠如を「気の毒」に感じた
Aが，その他者に余剰がもたらされるように祈る「愛」の変換，と見ることもできる。「ど
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うかお幸せに」という純粋なタイプの祈りがそれである。これに対し，ダイアグラム上辺
のPP型の対称変換 a:+L1A8→+L1B屯，おなじ祈りのオペレーションであるが，他者
にも「私と同じように」幸せになってほしい，という自他対称型の愛の祈りである。私を
幸せにするこの余剰十△ A吋ま，他者Bにも同じように幸せをもたらすにちがいない，とい
う自他の対称性についての信念に駆動されている， と言える。
5-5.3欲の変換
Aの愛の動作とはちょうど反対のBの欲の変換動作をダイアグラムにしたのが5.7bで
ある。図の形はほとんどおなじであるが，劣位者Bのダイオン動作を記述している点が異
なる。位置関係は図 aと対応するように同じ位置に各動作が配列されている。ただ，この
図で自己はBであり， Aは他者となる。各荷重の上の添字bは，サプネット上で知覚・指
向しているのがBであることを表わしている。
しわざ
まずチャート右下の一L!Bbつまり BがAとの関係で欠如を検出した状態からはじめよ
う。自分に覚えがなければ，自己の被った欠如ーL!Bbは，だれか他者の手によるものであ
るにちがいない， という他者の「しわざ」変換/:—• Bb→ +LINがまず起動されうる。
飴玉がなくなった弟が「お兄ちゃんが盗った」という論理である。私の生活がこんなに苦
しいのは，だれかが富や精気を吸い上げているからだ， という被害妄想的な発想は，この
自他反対称の NP変換によって生まれる。
まず他者の余剰十LIAbを見てから，自分の欠如ーL!Bbを構成・実感するのが逆の変換
-/:+LIN→ -LI Bbである。一般に，欠如ー△ Bbは不快な苦痛をもたらすので，まずは
その欠如を埋めよう， とするだろう。ここに，固有の意味の「欲望」 (want=欠如）が誕生
する。この欠如を抱え込むと，他人の幸せを自分の不幸と感じるようなシャドー性の変換
が起こって，欠如分ーLIBbが「ひがみ」や「劣等コンプレックス」として沈殿する， と考
えられる。
負の贈与
自自反対称変換k: -LI Bb→ +LIBbはその「欲望」の索直な運動である。十L!Bbは他
者Aとの比較によって私に到来した欠如ーLIBbが，反対側に投射する「幸せ」の幻覚荷重
である。その「幸せ」の夢につられて，右下の一LIBbから十L!Bbへ辿る努力の道が対角線
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のKである。自分で自分の欠如をみたすこの対角線の道が閉ざされていると，他者の余剰
を削りとろうという「意地悪」のパスが開かれうる。「ひがみ」から「ねたみ」あるいは「そ
ねみ」への対称変換g:—• Bb→ -LINがこれで，自分の欠如と同じ苦しみを他者にもも
たらそうという能動的な「負の贈与」である。
悪口など，実害をともなわない他者の引き下ろし一LIA吋ま．その利得として自己の側に
シャドーの快感 (+LIBb)を発生する。他者の失態や不幸を目撃（「対岸の火事」）したと
きの快感は，左側の経路 h:―△ Ab→ +LI Bbで反対称変換によるシャドーの余剰が発生
したことを示している。実利得十△ Bbをともなう破壊は，「略奪」や「強盗」のように犯罪
的な行為を構成することになる。
もうひとつの対角線のパス l:+L1N→ -Llがは，自己の利得をともなわない他者の
反対称 PN変換で，他者の余剰を放棄させる「破壊」や「制裁」などがこれにあたるだろ
う。これに欠如を自から他へ等しく対称化する NN変換を加えると，「虐待」や「放火」と
いった破壊行為となりうる。ちなみに，不幸の平等主義とでもいうべきこの変換は，のち
にふれるように，極限で「悲しみのエクスタシー」へ他人を引き込む危険性をはらんでい
るように思われる。
これに対し，ダイアグラムの上辺の変換 e:+L1Ab→十△ Bhは，幸せな他者Aの余剰
分+L1Nが，自分もそっくり到来することを願うプラスの欲望である。他者のように恵ま
れてありたい， という Bの索直な祈りや願いがこれにあたるだろう。欠如の暗闇を知らず
に余剰をまなざす陽性の欲望であり，夢や希望のイメージがこの変換にあたるだろう。
5-6ダイオンのエクスタシー
人間はときおり，「異常」な行動に走ることがある。その「常軌を逸した」行動はときに
「狂気」を感じさせるほどであるが，ダイオンの動作の極限形態としてある程度合理的に
理解できるかもしれない。ここでは，自他を隔てるバリアーをとりはらい，荷重体として
の自他の合ー・一体化をめざす潜在的傾向を仮定して，ダイオンから論理的に導かれうる
自他融合への衝動の類型を簡単に整理しておきたい。次の章で構成する差異の「キュープ」
が内部にもつ限界と同時に，その限界を突破しようとするエネルギーの危険性も視野の一
部に捉えることができるだろう。
荷重体として自他を分け隔てる境界が失われる状態を，「エクスタシー」とよぶことにし
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図5.8 エクスタシー
゜
自他，正負の区別をもつ一対の荷重体を，双対称(P→P,N→ N)あるいは反対称(P→N,N→ P) 
変換する論理的パターンを示したものである。本来，ダイオンは自他の比較による差異の発生にかかわ
る世俗的な運動を記述するためのものであるが，存在の媒質を自他変換するこれらのロジックは，その
極限において，人間が自他の差異を超えてエクスタシー（正であれ負であれ，明であれ暗であれ，自他
融合の至福あるいは至悲状態）をめざす可能な筋道を示しているかもしれない。
よう。ダイオンの動作論理からすると，肯定的P型，否定的N型をふくめて，ェクスタシ
ーには 5つの類型を考えることができる。図5.8をごらんいただきたい。それぞれ自他のあ
いだのもどかしい壁をとりはらい，分断を解消してひとつの存在へと融合する方法9)を簡
単にシーソーで表わした。
たがいの余剰のよろこびが相互に励起しながら自他の境界が失われていく本来の「歓び
のエクスタシー」がd, 逆に悲しみや怒りが増幅されて境い目および見境いが失われる逆
説的な「悲しみのエクスタシー」がe, 自己の自由を大いなる他者に捧げ尽くして一体化
する「献身のエクスタシー」がb, 逆に他者の自由度を呑み込んでひとつの意志と化すの
が「支配のエクスタシー」 c, そして最後に，比較による差異とくに欠如が消滅するのが
「平等のエクスタシー」 aである。
9) もちろんサプネットの上の話である。しかし，意識はこれをオプジェクトレペルに命懸けでくりだ
し，その荷重幻想であるエクスタシーをリアルに生き，あるいは死ぬ．という点が肝要な点である。
なお，シーソーを見る限り，簡単に項点をめざして突破できそうであるが，実際には上下の項点に近
づくほど荷重動作に要するエネルギーの量が加速度的に増加する，と考えられる。死や恋愛や殺人を
めぐるエクスタシーは，荷重の変化率が無限大に近づいたとき体験にもたらされる，この加速度の目
眩なのかもしれない。
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平等
自他馳合へのひとつの道は，図aのように，「差異」としての自他の壁をなくすることで
ある。差異に同一化した人間は，欠如に苦しみ，他者をねたみ，自分を恥じる。優越感や
劣等感，ねたみややましさにまみれながら，自他に負圧をかかえて苦悩する。差異は，自
他を隔て，欠如と欲望を生み，特権と傲りをもたらす。
欠如をかかえた自己は，自分も他者と同じように充たされたら，この欠如の苦しみが取
りのぞかれ，どんなにか幸せになるだろう，と欲望の充足に「幸福」というエクスタシー
を幻覚する。余剰をうらやむ欲動は，他者の不当な余剰が剥奪され不快な格差が消滅する
「解放」 (K.マルクス&F.エンゲルス1848)の瞬間を，正義の光りのなかで，あるいは悪
意の暗がりで夢に見る。
やさしい自己は，欠如をかかえたかわいそうな（と自分がおもう）他者をたすけたい，
と思いつめる。宮沢賢治の「デクノポー」のようにうろうろするかもしれない。余剰なオ
能や境遇に恵まれていることをやましく思い，特権や所有を放棄してまでも他者と等しく
あろうとする人もあらわれる。
いずれにしろ，「平等」のイメージには，人びとがただ等しく平らになる以上の願望がふ
くまれている (J.J. ルソー1755)。平等主義者は，単なる差異の解消に自他融合のエクスタ
シーを幻覚するのだ。本当の平等が実現されたとき，自他をへだてる壁が崩れさり，羨望
や軽侮の感情が地上から消滅して，人びとが分け隔てなく愛の共同態のなかに溶融する，
という物語りには，欲望のシーソーが生みだす幻覚的イメージがふくまれている 10)。
突破
これに対し，自他のあいだの大小の差異を解消するというよりも，自他を分断する境界
それ自体の突破をめざすエクスタシーの運動もありうる。捧げる，ぁるいは，のみこむ，
という方向での自他同一化の運動がそれで，平等化とはまった＜逆方向の差異化の極限を
10)少年太宰治は，友人たちと違う上等の服を恥ずかしがったし，成人有島武郎は貧富の差異の解消を願
って晨地を解放した。しかし，この優しい人の求める平等のエクスクシーも，当人の主楓的な感情で
は純粋な愛が燃えあがるが，相手方にとっては自律を阻害するありがた迷惑におわるようなことも
ありうる，という事実は確認しておかなければならない。そこにはソシオンにおける連結の不透明
性，むしろ原理的といっていい位相のねじれが存在している。切断と交差の位相を解かないままの盲
目の愛は，しばしば幻想のエクスタシーをもとめて，ねじれた次元のなかへつぷれこんでいく可能性
が高い。
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目指すという点が重要である。
まず，優越した荷重体である他者のなかに自己を消滅させようとする類型が考えられる。
大いなる荷重体への同一化をめざす，献身・帰依のエクスタシーである。図5.Bbは，自己
がを他者Baへ捧げることで一体化しようとするこの「献身」の運動をしめしている。高貴
な者，優れた者，美しい者への「崇拝」や賛美，それにともなう「帰依」と服従といった
一体化の運動がこれに相当する。しばしば献身と自己犠牲をともなうこのエクスタシーは，
あまり「民主的」とはいえない愛のかたちであるようにも見えるが，アイドルやスターに
対する崇拝や男女の差異への賛美は，こんにちでもごく普逼的で健康な現象である。大義
や神への献身，そのために死ぬことの選択が，ェクスタシーと呼ぶしかない「聖なる悦惚」
をもたらすことは，歴史的にも経験されてきた。
「呑み込む」エクスタシー Cは，これと対になる反対側の動きであり，ひとつの意志ヘ
の統合，あるいは気持ちへの紬合をめざすタイプである。他者を荷重的にのみこんで自己
の身体のように一体化し，その自由度をゼロにして他者の他者性を消滅させる「支配のエ
クスタシー」がそのひとつである。いわゆる「権力」のもつ魔力はこのエクスタシーがも
たらすものである可能性が高い。親の子にたいする「愛」のなかにもこの「呑み込み」に
よるエクスタシー願望が根強く息づいている，という見方もできる。他者を自己の分身と
して抱きしめる， といったイメージは，「食べてしまいたいほどかわいい」といわれる感覚
と同じように，この手のエクスタシーに属している。親子や君臣のあいだに観察できるこ
の種の愛は， しばしば一体化した他者を命がけで守らせるが，反面他者が異なった意志や
感情をもつこと，つまり他者が他者であることを許容しにくい。この「支配」をともなう
エクスタシー願望が，呑み込みをうけた側からは，ェクスタシーどころか「屈従」をとも
なう虐待となりうるのは，その構造的な非対称性のためである。
この非対称性のエクスタシー運動は，分断の一方の項である自己を消去しようとするあ
まり，自己犠牲の極限で「殉死」をえらびとり，反対に差異が消えるほどに他者を同化し
ようとする支配の意志が，迫害の果てに「殺人」を犯させる，といえるかもしれない。ど
ちらも，自他のあいだを不幸な断絶として生きるあまり，境界を破壊してまでひとつにな
ろうとする激しい願望である。
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共振
自と他の荷重量が非対称的な逆転を起こさない，対称性を保つエクスタシーも存在する。
dは，私と同じように他者にも余剰が生まれるあるいは恵まれる，というポジテイプな工
クスタシーのかたちである。自他において正の余剰荷重が相互励起的に対称化するもので，
よく知られているように，性交やダンスなど身体的な共鳴共振を介した荷重の増幅は，自
他の身体図式から存在イメージの溶紬をもたらす。他に，歌垣の祭りや戦闘におけるよう
に，エールの交換やリズミカルな声の掛け合いも，ポジオン（後出）の交換によってポテ
ンシャルの共振をひきおこし，気分の高揚と一体感，つまり本来の意味でエクスタシーを
生み出す古典的で普逼的な技法である。祭りの熱狂のなかで死者が出たりするのは，その
共鳴振動の激しさを物語っている。
贈りものの交換は，自他の別を維持しながらこのエクスタシーをめざすより社会化され
た技法である。贈与は，自己の欲望の断念，他者のための欲動—私の小さな死を前提とする。
この自己放棄，一種の献身をともなう他者への贈りものが，他者の不確定な自由に媒介さ
れながら，かなりの時間差をともなって，他者からの贈りものとなって，自他の境界を超
えて帰還する。「クラ」 (B.マリノフスキー1922)のような贈与の交換は，断念と委譲によ
る自他の境界の相互嵌入によって，単なるモノの交換のレベルを超えて，自と他のあいだ
を連結する。それは，自己性の放棄が，もうひとつの自由度を介して他者性の恵みとなっ
て帰還する，エクスタシー性のコミュニケーション・ゲームである。
引き込み
あまり気づかれないが普逼的に発生しうるもうひとつの対称性エクスタシーについてふ
れよう。悲しみ苦しむ他者と絶望のどん底で抱き合う悲しみのエクスタシーがそれである。
図5.Beでしめしたように，負の方向への引き込みによる対称化の運動がこれに相当する。
ふつうの状況では，助けあげたいというシーソーが働くが，欠如や喪失が運命的であるば
あいは，激しい絶望と深い悲しみの涙のなかで自他の融合が経験されるだろう。「迫害」を
うけて抱き合う家族や，「心中」を目前にした男女などは，ともに引き込まれていく奈落の
恐怖のなかで，この悲しみのエクスタシーを実際に経験するのかもしれない。いわゆる「悲
劇」の感動は，キリストの礫への「共苦」もふくめて，このエクスタシーの象徴化された
経験である。
ある種の犯罪的な悲劇は，この悲しみのエクスタシーを第二階層の象徴レベルで生きる
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ことができなかった人，言葉や文字，演劇などへの表現を禁じられた人が，第一階層のオ
プジェクトレベルで暴力的に実現してしまう，と理解できるかもしれない。自分の世界が
暗闇で閉ざされたとき，一部の人は，その闇に他者を引き込み，苦しみと恐怖の強制振動
のなかで自他の壁を，自分が他者ではないという不条理を，絶望の死に向かってのりこえ
るのではないだろうか。子どもや少年，大人も含めて，なぜヒトが，得にもならないのに
かわいい小動物を虐殺したり，家に火をつけたりするのか， しているのかは，人間の科学
がまじめに考えなければならない重大なテーマである 11)。とりあえずダイオン・モデルは，
地底に負圧とともにあることを強いられた，と信じた時，人間は「悲しみ」のエクスタシ
ーに向かって「暴力」による自他の境界突破を試みる論理ー構造的な選択肢をもちうるこ
とを暗示している。
大笑い
この章のさいごに，「哄笑」あるいは笑うエクスタシーについてひとこと付言しておきた
ぃ。差異に同一化した自他の意識，つねに比較に準拠した自他の差異自体をわらう「大笑
い」の精神がきわめて重要である。大笑い，あるいはユーモアの精神によってもたらされ
る差異からの解放は，同時に自他の峻別からの，差異に封印された自だ他だという意識存
在自体から精神の解放をもたらす。大笑いにおいて解放された全荷重ポテンシャルが余剰
化し，一種の「無」，存在の原媒質の波動となって図式の廃墟へと噴出する。
11) 人間にはしばしば，自他の壁を一挙に突破し．隙間を埋め，満ちた一体のものとしてあろうとする強
ぃ，抗しがたい意志と運動が，発生しうる。生命感情の激しい高揚をもたらすそのような運動は．と
きに世直しや革命のエネルギーとなって俗なる秩序の破壊と再生をもたらしうるとともに (E.デュ
ルケーム1912,R. カイヨワ1954),しばしば人の生命と文明を崩壊のリスクにさらす神聖な衝動であ
る。 G.パターユ1957は．これら自他の死を賭した欲動の激しい運動を「至高性」と呼んで．人間に
おける聖なるエロチシズムの意義と危険についてもっとも深い科学的思索をめぐらしたひとりであ
る。
自他の区別とエゴイズムを自明なものとしてたてる俗なる人間観は．自他の境界を突破しようと
するこの聖なるエネルギーを「狂気」や「非合理性」としか呼ぶことができず． したがって人を世界
創造と破壊の緑にたたせる「宗教」やマルキ・ド・サドにみるような「犯罪」行為を．さらになによ
りも「戦争」という人間の所業を，科学的説明のらち外に追いやって．思考そのものから排除してし
まうのである。
次章のキュープでみるような．俗なる愛と欲望の変換によって構成される世俗感情の世界は．境界
突破と存在の融合（エクスタシー）をめざす人間の衝動にストッパーをつけ，そのエネルギーを制御
し迂回させることによってようやく達成される俗なる奇跡である，と考えるべきであるかもしれな
い。エクスタシー衝動の止め鉦がはずれて欲動制御に失敗したとき，自他の分離や個別性を前提にし
た通常の俗なる論理では説明できない．悲劇や犯罪，革命や戦争が発生する可能性がある。
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ニーチェをはじめ，バターユやヴァレリーも笑ったと伝えられるこの「大笑い」は，気
まじめに紡がれてきた差異と意味の「世界」全体を無意味化し．全精神の出力を余剰化す
る。喜びのエクスタシーはもちろん．悲しみのエクスタシーをも超えるほどの根源的余剰
を，「最後の審判」やあの世の「ユートピア」においてではなく，ほかでもないまったくの
「いまここ」において，すべての笑うヒトに恵み与えるのである。
太隔神が隠れたとき，天の岩戸を開いて光りをとりもどしたのは．アメノウズメノミコ
トの「紐をホトまでさげた」ストリップによる神々の大笑いであった， というこの国の神
話は．深い洞察を含んでいる．と筆者は考える。笑いの力によってこそ．世界図式に供給
されていた全荷重ポテンシャルを余剰化し，精神を意味の拘束から解き放すことで，われ
われヒトは差異の「浮き世」であるこの世俗世界から脱出することができる 12)。次章で展開
するキュープは，むしろその脱出のための．つまり大笑いのための認知装置であり．まじ
めなユーモアである。
以上，ダイオンの変換動作から，どのような自他分節の消失が発生しうるかを簡単に検
討してみた。事例は恣意的なものであって，ダイオンと呼ぶ荷重変換子について理解を促
すための例解にすぎない。次章のソシオキュープからの離脱と超越にからむ重要な問題が
示唆されたが，本格的な議論はまた仮説群を整備したあとの課題である。
6 感情のキュープ
ソシオンのキュープモデルは，ダイオンの 8つの状態とその連関をわかりやすくひとつ
の直方体に表したものである。差異とその変化率で定義される状相空間の 4つのフェイズ
に， 8種類の荷重動作パターンを対応させて構成したモデルで，感情のダイナミックスを
視覚の助けを得て論理的に思考するための幾何学的なモデルである。
左右の X軸は荷重差を表現し，プラス側に差異の拡大 (D) を，マイナス側に差異の縮
小 (E)をとる。上下の y軸は荷重動作の向きを表わす。プラスは荷重を増大し (P), マ
12)大笑いによる「図式世界」から「躍動する無」（久松真一1939)への解放を．「解脱」のエクスタシー
と呼んでいいかもしれない。しかし，この笑いの恵みを，難しい禅問答に独り占めさせてはならない。
笑いは差異ではなく差異の破壊者である。自由への離脱は，躍動する無のエクスタシーは．笑いとユ
ーモアにおいて．すべてのヒトに開かれている。
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イナスは荷重を減少する (N)運動に対応する。前後の Z軸は，選択可能な荷重動作を優
位者 (A) 劣位者 (B) に分けて表わす。手前プラス側が優位者，奥マイナス側が劣位者
である。前面後面を構成する 4つの項点は，それぞれA, Bの選択可能な荷重動作を表わ
す。
図6.1のキュープがソシオンのキュープモデル，略してソシオキュープである。基本的に，
前章の欲動の変換チャートをふたつ前後になるように組み合わせたもの（図7.1も参照）と
考えていただきたい13)0
6-1 8つの単動作
簡単に説明しよう。 キュープの前面は優位者Aの選択可能な荷重動作，後面は劣位者の
選択可能な動作をそれぞれ4つの頂点であらわしている。 6.lbでは，それぞれの動作をわ
かりやすくするため，各項点の単動作を一個のシーソー・ユニットで表わしている。
まず前面左上から右回りに， 1-0PE(あわれむ）， 2-SPD(ほこる）， 3-0ND(さげすむ），
4-SNE(つつしむ）となる。 後面の劣位者Bに移って，やはり左上から5-SPE(ほしがる），
6-0PD (たたえる）， 7-SND(いやしむ）， 8-0NE(ねたむ）である。括弧のなかの和語は，
わかりやすさのためで，実際には，たとえば， 7-SND(いやしむ）が，「いじける」だった
り，「へりくだり」だったりするように，動作連結の能動受動の別や名づけ方でニュアンス
にかなりのちがいが生じうる。しかし，劣位の自己表象にたいする否定的荷重動作，つま
りself-negative-differentiationという点はかわらない。 SNDという表記法を使用する所
13)最初に発想されたのは（木村1993)であるが，再度改訂したものをここに掲載した。仮説の要点と修
正のポイントは次のとおりである。
ダイオンは比較によって自他の荷重差を検出する。 Aを比較優位， Bを劣位とする。自他のいずれ
の表象対象に対しても，その荷重を増大させるか，あるいは縮小させようとする方向に動作意志が発
生しうる。プラスとマイナスの動作意志は，自と他で反転しうる。このとき意識が一方を指向すると
他方はシャドー化しやすい。欲望は自己荷重を正の方向に変化させようとし，愛は他者の荷重を正の
方向に変化させようとする運動意志である。正の方向への変化の予期は希望を生み，負の方向への変
化の予期は恐怖を生む。
修正のポイント；
1)優位者Aの選択可能な荷重動作の集合を前面に，劣位者Bの選択可能な動作の集合を後面に配
置する。
2)自己あるいは他者表象の荷重をプラスの方向に上げる動作 (positiveoperation)を上部に，
マイナス方向に下げる動作 (negativeoperation)を下部に集める。
3)差異を縮小しようとする平等化 (equalization)の運動を左側面に，拡大しようとする差異化
(differentiation)の運動を右側面に配列する。
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A: 優位者Aの選択可能な荷重動作
図6.lb単動作
B: 劣位者Bの選択可能な荷重動作
1-0PE: other-positive-equalization/憐憫 5-SPE: self-positive-equalization/欲望
2-SPD: self-positive-differentiation/尊大 6-0PD: other-positive-differentiation/称賛
3-0ND: other-negative-differentiation/侮蔑 7-SND: self-negative-differentiation/卑下
4-SNE: self-negative-equalization/謙遜 8-0NE: other-negative-equalization/嫉妬
A : superior/優位者 D : differentiation/差異化 P : positive-weight-operation/肯定的荷重動作
B : inferior/劣位者 E : equalization/平等化 N : negative-weight-operation/否定的荷重動作
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園6.2aキューブ (2)
以である。
ちなみに， Aはたまたま Bにたいして優位なので前面に位置するが，たとえば比較のモ
ノサシが勉強から運動会へかわったり，比較の相手が変わったりすると，優劣が逆転しう
る。したがって，後の面に配列したBの感情は， Aも入れ替わって経験しうるものである。
比較にとらわれているかぎり，人間ならばだれもが経験しうる 8種の感情を， AとBとい
う2人のすがたを借りて表現したものがキュープである，といっていい。もっとも，ソシ
オンは個体に限らないので，優劣感情をもつ集団，組織から民族や国家間の関係を思考す
るための道具ともなる。
これまでのモデルとくらぺて，次のようなメリットがある。まず，肯定的荷重動作(posi-
tive-operation)をキュープ上面Pに配置することで，一般に「希望」と呼ばれる上向きの
動作意志や陽性感情の動きを上面にまとめて記述できる。さらに，否定的荷重動作(nega-
tive-operation)を下の面Nに集めることで，引き下げる攻撃性の動作や「恐怖」の陰性感
情を，上面の希望とは反対の底面に寄せて記述できる。上向性で陽性の運動は上部に，下
向性で陰性運動は下部に配置した方が直感的に理解しやすい。カラー図では，一見してわ
かりやすいように，希望面を空色で，反対の恐怖面を土色で示した。
さらに，このモデルでは，差異を拡大しようとする貴族主義や差別主義の運動を右側D
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面に，差異を縮小しようとする平等主義の運動を左側E面にまとめて対照的に配置するこ
とができる。これも「右翼」「左翼」の日常言語の意味と対応させやすいし，連想で記憶す
るのも容易である。左翼は赤色で，右翼は草色で表わした。
なお，上下の線で結ばれる感情は，自他反対称動作になり，たがいにシャドーを構成す
る。つまり，キュープ上面の明るい感情の世界に住んでいる人は，下面の暗いシャドー感
情になじみにくく，逆にいつも下面の暗い世界にいる人には，明るい感情の動作が目にま
ぶしい。こういった日常言語による表現がそれなりに記述と伝達を容易にするのも，キュ
ープという幾何学的なモデルから得られるメリットである。よくできた図形によるモデル
は直観をもたらし，理解を促進し，思考を明確にする。
最後に，このモデルでは，前面を構成する優位者Aと，後面を構成する劣位者Bのあい
だで発生する荷重の社会的交換のループを，左右それぞれの側面の稜を経路にみたてて記
述することができる， というおおきなメリットがある。これによって，キュープは感情の
状態相を記述するだけでなく，次章でみるように，コミュニケーションと社会的交換を記
述説明するための基礎的な理論図式に変身する。
6-2,1像と影
キュープの各面の上下に位置する荷重動作は，反対称変換子（荷重のシーソー）によっ
てたがいに反転し，意識の指向の反対側に自他の逆転したシャドー荷重を生成する。まず
キュープ前面ではAの変換dをかいしてI-OPE(あわれむ）と4-SNE(つつしむ）がシャ
ドーとなり，右側の変換 bをかいして2-SPD(ほこる）と3-0ND(さげすむ）が互いにシ
ャドーとなる。後面では，左奥の変換hによって， 5-SPE(ほしがる）と8-0NE(ねたむ）
が，右側では変換fによって， 6-0PD(たたえる）と7-SND(いやしむ）がシャドーを生
成する。
シャドーは，視線の移動で感情の指向対象と内容が反転する現象である。たとえば，キ
ュープ前面の1-0PEと4-SNEをむすぶd線上では，不幸な他人が目にはいると「かわいそ
う」におもい，自分の身を振りかえったときは一種の「やましさ」を感じる，といった具
合である。
おなじく前面を構成する右側タテの線bの上でも，視線の転換で2-SPDと3-0NDのあ
いだで感情の揺れがおこる。たとえば，卑屈な相手が目に入ると「さげすみ」の感情がう
まれ，勇敢な自分をおもうと「ほこらしい」思いが生まれる。
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劣位のBのなかでもシャドーが発生しうる。まず，後面左よりの変換 hでは， 5-SPEと
8-0NEのあいだで， つまり「ほしがる」と「ねたむ」のあいだで変換がおこる。優れた他
人が目にはいると「ねたましく」て， わが身にかえると「ほしくて」たまらない， といっ
た状態はその一例である。右側方の最後の稜線Iでは， 6-0PDと7-SNDのふたつがシーソ
ーになって互いにシャドーをつくる。友人はとても「すばらしい」のに， 自分はなんて「ダ
メな人間」なんだろう， ああ情けない， というよくあるタイプの揺れである。
以上がキュープの上下で対をなす荷重動作である。上を見ると，下が見えにくく，下を
見ると上が見えにくい。つまり自他のあいだで視線を転じると， シャドーとよぶPN反対
称の荷重体もしくは運動が反対側に発生し， それは指向の影にかくれて無意識化する。像
とその影は荷重場において一対をなしている， といえよう。
6-2.2性格
これら一対の荷重動作は， 目をどちらにむけるか指向の向きがちがうだけで，基本的に
シーソーの傾き加減は同じである。それゆえ， このタテの線上では，視線の移動にもかか
わらず，内面には同一の心的状態が存在している， と仮定できる。その同一の状態が指向
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図6.3シャドーと性格
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対象の自他転換によって，あるばあいはP型の陽性感情として，目を転じると N型の陰性
感情として発現する，と考えることができる。つまり，図6.3と図6.4aのキュープのタテの
線は，無意識のシャドーもふくむソシオンの状態特性，陰陽両面からみたその人の「人と
なり」（パーソナリティの二重性）をあらわす，と見ることができる。
d : E (1-0Pー 4-SN}
まず，キュープ左側手前の項点1-0PEと4-SNEを結ぶ垂線dは，「あわれみ」やすく「つ
つしみ」深い性格を表している。いわゆる「やさしい人」の定位置であり，「慈悲」や「謙
譲」というコトパがふさわしい。そのうち，内省的でいつも自分をふりかえりやすい人は
慎みやすく，他者が気になりやすい人は憐れみやすい性質をもつ，ということができ
る。
b : D (2-SP-3-0N) 
右手前の2-SPDと3-0NDをむすぶ垂線bは，これと逆に自分を「ほこり」他者を「あな
どる」つよい性格の存在をしめしている。しばしば「傲慢」といわれる人のいる場所はこ
の線の上になる。自他のどちらを意識しやすいかの指向特性によって，誇り高く尊大にな
りやすいタイプと，すぐ他人を軽くみて蔑みやすい攻撃的なタイプに分かれるが，表にで
ないこころの状態としてはどちらもほとんど変わらない。
h : E (5-SP-8-0N) 
奥の劣位面左側の垂線hは， ものを「ほしがり」，人を「ねたみ」やすいタイプの，いわ
ゆる「欲ばり」な人である。 5-SPEと8-0NEの「強欲」な性格とよんでいいだろう。他人
のもっているものはなんでも「うらやまし」がり，自分のものはなんでも「足りない」と
こぽすタイプである。目が自他どちらを向きやすいかで，「愚痴」派と「悪口」派に分かれ
る。ないものねだりで愚痴をこぽすのと，あるものねたみで悪口をたたくのは，目の向き
がちがうだけで「性根」はおなじなのである。
f : D (6-0P-7-SN) 
さいごに奥の右側の垂線fの上には，いつも他者を「たたえ」，自分は「卑下して」ばか
りいるもうひとりのやさしい人がいる。いわゆる「敬虔」な人のこころは，この6-0PDと
7-SNDをむすぶ線上にある，といえよう。謙虚な「へりくだり」も，度を過ぎると「卑屈
さ」に変質し，ふと気がついてみると，つまらない人を「崇拝」していた，などというこ
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ともありそうである。
以上を，図6.3のキュープにも示した。 PとN,光りと闇が，たがいの反対動作のシャド
ーとなって意識の影に入りながら， しかし一対となってひとつの状態つまり「性格」を形
成することが理解されよう 14)。
6-3アンビパレンス
キュープを構成する 3つの次元は，感情的意識を構成する 3個のパラメーター（要因）
をあらわしている。 1個のパラメーターは固定されているとして， もう 1個のパラメータ
ーを決めると，のこったもうひとつの可能な変城が限定される。つまり，ひとつの条件を
うごかすことで，残った要因によって規定される意識感情の状態がどのように変化するか，
そのパターンを類別することができる。キュープ上では，この状態の変化は，辺や対角線
の上を行ったり来たり移動する，と幾何学的に表現できる。
6-3.1 P N振動
従来アンビバレンスとよばれてきた両価感情は，キュープ上の振動軌道によって記述す
るに格好のテーマである。まずA, Bの優劣を変わらないものとする。同時に目が自分か
他人かどちらか一方をみるように指向の向きを固定する。つまり，意識が指向する対象を
自己表象Sか他者表象0かどちらかに固定してみる。この条件のもとでは，優位者劣位者
ともに，それぞれP動作と N動作のあいだで一種の振動が発生しうる。あたらしいキュー
プモデルでは，この指向対象を固定したPN振動は，キュープの前後を張るA, Bそれぞ
れの面を斜めに横切る 4本の対角線軌道で表現される (6.4b)。
j : 0 (1-PE⇔ 3-ND) 
優位者Aにおいては，図 b左上の1-0PEと右下の3-0NDをむすぶ対角線jの上で， p
14)ちなみに，図からあきらかなように．「謙譲」と「強欲」はセットでキュープ左側の平等主義的な平
面をつくり，「傲慢」と「敬虔」はやはり一緒になってキュープ右側面にあたる差別主義的な平面を
つくる，ということも忘れずに指摘しておきたい。これらの性格は，たがいに関係しながら一緒にな
って，相補的にひとつの世界をつくりやすい，と考えられる。「欲張り」というより欲の亡者と化し
た「息子」（人デナシ）とただ優しいだけの「母親」（ポランティア）との共依存的関係や．ひたすら
敬虔なだけの「信者」（民衆）と残虐傲慢な「教祖」（支配者）との一種の共依存の関係も．このソシ
オンカ学的なカップリングの相補性問題とからんでいるものと思われる。
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図6.4アンピバレンス
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動作とN動作の振動が起こりうる。かわいそうな他者Bをみたとき発生する，「あわれみ」
(P動作）と「さげすみ」 (N動作）のあいだのアンビバレンスである。「物乞い」をする
子どもたちに何かあげようか，それとも追い払おうかという「振動」は，貧しい国を旅行
した人ならだれでも経験したことがあるだろう。 PであれNであれ，いつも他人のことを
気にするタイプの人が経験しやすい，他者指向性0のつよい振動である。
i : 5 (2-PD⇔ 4-NE) 
対角線jと欅がけに交差している対角線 iの上では，自己Sを対象にしたPN振動がお
こる。たとえば「ほこる」 2-SPDと，「つつしむ」 4-SNEのあいだで振動するアンビバレ
ンスがこれに相当する。豊かさに恵まれた自分を傲慢に誇ったり，逆に何か疾しさを感じ
たりという振動である。富や教養などを「ほこる」か「つつしむ」かは，自己指向性がつ
よい意識をもった優位者，たとえば家柄のいい内省型の人が経験しやすいアンピバレンス
といえそうだ。
k : S (5-PE⇔ 7-ND) 
背後の面に移って，比較劣位者Bについてもアンピバレンスが発生する。まず，左上の
動作5-SPEと右下の動作7-SNDをむすぶ対角線 Kでは，「ほしがる」と「いやしむ」のあ
いだで振動がおこる。欠如をかかえた人がつよい自己意識性 (S指向）をもつばあい，こ
の「渇望」と「卑下」の振動が起きやすいだろう。「身分」がちがうのに，うっかり比較し
て「欠如」を抱えこんだりすると，この線上で激しいアンビバレンスにさらされることに
なる。「高楊枝」のサムライは，「ほしい」という欲望と，そういう自分を「いやしむ」気
持ちのあいだで振動しながら風を切って歩いていたわけである。
I : 0 (6-PD⇔ 8-NE) 
最後の対角線 lでむすばれた 2つの動作， 6-0PDと8-0NEの振動はかなりなじみぷか
いものである。「たたえる」と「ねたむ」あるいは「うらやむ」のあいだの振動で，劣位者
の目がいつも他者の方を向いているばあい，このアンビバレンスが起きやすい。有名人の
三面記事を読むとき，筆者をふくめた現代人が経験するのは，まさにこうした振動である。
平等主義の浸透した大衆資本主義社会では，「他者指向型」 (D. リースマン1950)の多く
の「大衆」が，メディアをつうじてこのアンビバレンスを経験する。
以上のアンビバレンスは，指向対象は固定しているばあいに，荷重動作がP動作かN動
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作か，つまり上向き陽性になるか下向き陰性になるか，こころの運動の向きが反転する振
動であった。いわば，ちょっとした「気」の持ち方，あるいは動かし方を変えるだけで，
陰と陽，正と負，ひいては善と邪が簡単にひっくり返ってしまうのである。まさに人間の
こころの微妙さをあらわすアンビバレンスであるといえよう。
6-3.2 ED振動
キュープの左右を張る短い水平線の上でも一種のアンビバレントな振動が起こりうる
（図c)。荷重動作の方向はPなり Nなり一定方向に固定されているが，自他の指向対象を
変えるだけで，差異を縮小するか(equalization)拡大するか(differentiation)について振動
が発生する。いわば， E左向きの「平等化」と D右向きの「差別化」の 2つのベクトルの
あいだで，意識は小さなイデオロギーの振動を経験することになる。
a : P (1-0E⇔ 2-SD) 
たとえば，前面の上部の横のライン aでは，他者を「あわれみ」助け上げようとするこ
ころの動きI-OPEと，卓越をめざして「誇り高く」さらに邁進しよう，という凛々しいお
もい2-SPDのあいだで左右の振動がおこる。運動会の競走などで，転んでしまった友達を
心配そうにふりかえりながら，それでもゴール目指して走り出す子どものこころには，一
瞬そんな振動が発生するにちがいない。
c : N (4-SE⇔ 3-0D) 
前面下部の線 Cの上では， 4-SNEの「つつしむ」こころと， 3-0NDの「あなどる」気
持ちのあいだで下向きの振動がおこりうる。たとえば，先にも例にあげたように，貧しい
国を旅する先進国の旅行者は，あまり文化的とはいいがたい生活をおくる人びとへの「さ
げすみ」と，恵まれすぎた自分を何か「心苦しく」おもうこころとのあいだで振動を経験
するだろう。
e : P (5-SE⇔ 6-0D) 
後の面上部の水平線eに移る。優れた他者を目の当たりにし，自分の欠如を知った劣位
者は，他者を「たたえる」気持ち6-0PDと，自分もあのように立派に，あるいは幸せに「な
りたい」とおもう気持ち5-SPEとのあいだで，愛と欲の振動を経験する。これは社会的動
物としての人間が他者に魅惑されることで抱えこむ普遍的な欲望の運動である。先発の選
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手の活躍を見ている控えの選手や，豊かな国の生活を見てしまった貧しい国の子どもたち
など，ほとんどの人がこの振動を経験する。人の欲望，「私」の欠如は，基本的に他者の方
からやってくるのである (R.ジラール1961)。
g : N (8-0E⇔ 7-5D) 
終わりに，背後劣位面の下の方に位置するライン gに降りていくと，欲望も暗くなって，
他者を「ねたましく」おもう負性の動作8-0NEと，そんな自分を卑下して「いじける」こ
ころの動き7-SNDとのあいだで振動がおこりうる。上昇への希望や夢が断たれていると
き，人はその欲望の力によってこの陰性軌道におちる。あまり経験したいとはおもわない
が，だれしも子どもごころにおぽえのある暗い道だろう。
以上の振動では，荷重動作がP型かN型かで，その軌道はキュープ上部の陽性軌道か下
部の陰性軌道のいずれか一方にわかれる。いつも P動作になじんでいる陽性の人は，「上を
向いて」キュープ上面の軌道をおろおろし， N型の動作に染まっている陰性の人は，下の
方の陰性軌道の轍に落ち込んであがくことになろう。その意味では，キュープの上面は全
体として陽性の人のこころの動作に対応し，下の面はいったいに陰性の人の意識と感情の
パターンに対応している， と見ることができる 15)0
6-4優劣逆転
ソシオンの存在感情を左右する自他の荷重差は， ものごころがついてから亡くなるまで
変わらないものではない。比較の「ものさし」を変えると荷重差は実に多様に検出しうる
し，比較する相手が変わると優劣はひんぱんに逆転する。たとえば勉強ではAが，運動で
はBが優れているとしよう。このばあい，教室か運動場かのちがいによってひとりの人の
なかに 2種類の感情が発生する。比較する次元によって，また比較の対象によって，さら
に比較の時点によって優劣が逆転したとき，意識はやはりキュープ上を移動する。それは
図6.4dでみるように，前面優位者のA面と後面の劣位者B面のシフトをともなう軌道とし
15)上面を Pワールド，下面をNワールドとよぷ所以である。キュープ上半分は根明かでパラダイスつま
り「天国」にちかく，下半分はネクロ（後出）で「地獄」に近いといえる。なお，自己の感情動作だ
けでなく，それぞれの領域で，他者の出会われ方に大きなちがいが発生する。上半分のPワールドで
は他者と私はたがいの自由をよろこびで出迎え，下半分のNワールドでは相手の自由はたがいに脅
威となる。
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6-4.1 E面上の逆転
pe : PE (1-0 +:t5-S) 
ソシオンの一般理論 (II) (木村）
まず，自他の差異を最小化しようとする平等主義的な運動傾向 (equalization)を所与の
ものと仮定しよう。この仮定によって，議論は，とりあえず左翼の平等化の側面Eに限定
される。これに加えて，ダイオンがつねに上向き (positive)に動こうとする陽性P型の動
作傾向をもつとすると，左上部の1-0PEと5-SPEをむすぶ稜線PE軌道が振動の舞台と
なる。
この線上では，「あわれむ」から「ほしがる」への，あるいはその逆の，「ほしがる」か
ら「あわれむ」への移動がおこりうる。たとえば，劣位とみれば「かわいそう」におもわ
れ，優位とみると自分も「ほしい」という欲望が発生する。世話焼きのやさしい人が欲望
も人一倍強かったりするのはこのためである。逆に，欠如と欲望の焦がれを知る人は，余
裕をもてる境遇になれば憐れみ深い人になるかもしれない。
ne : NE (4-5 +:tB-0) 
平等指向にN動作を組みあわせると，左下部の4-SNE「つつしむ」と， 8-0NE「ねたむ」
をつなぐNE軌道 (negativeequalization)が誕生する。この下向きの運動ベクトルをふ
くむ陰性の軌道では嫉妬と自重のあいだのシフトが起こる。貧しい境遇から出た人がかつ
て優位者にもっていた「ねたみ」の感情から，余裕をもった「つつしみ」の感情へ移行し
たりするのがその一例である。一般に，妬みや羨望の暗い感情を知っている人は，誇った
り傲ったりしないよう自分を戒めることができやすいだろう。
p : OE (1-P +:tB-N) 
この平等指向のもとで，指向の対象を自あるいは他に固定すると，動作方向がP型ある
いはN型に変化するので， ABのあいだの移行軌道は左翼側面を斜めに横切る対角線を描
くことになる（図 e)。まず， P型からN型への移行をとりあげよう。手前の「あわれみ」
の項点I-OPEから「向こう側」のねたみの極8-0NEへの対角移行Pがひとつである。まわ
りの具体例をさがすと，劣位者にやさしい人が，優位者に意地悪であったりすることはよ
くありそうだし，逆に，上流階級に悪意8-0NEをもつ攻撃的な人が，貧しいひとびとには
とても「あわれみ」 1-0PEぶかかったりすると，「革命家」の資質ありとゲリラに「オルグ」
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されたりするかもしれない。逆に，「弱者」にやさしい人が「権力」を激しく攻撃したりす
るのは逆向きの変身である。ともあれ，この対角線移動では，こころの運動の向きがPタ
イプからNタイプヘ，上向きの陽性から下向きの陰性へ（あるいはその逆へ）と変わって
おり，端で見ている人には，「人が変わった」ような印象を与える可能性がある。
q : SE (5-P ?4-N) 
もう 1本のラインは逆に，向こう側の「ほしがる」5-SPEからこちら側の下方にある「つ
つしむ」4-SNEへの移行qである。貧しかったときの渇望のくるしみを知ればこそ，控え
めなつつしみ深い人になる，といったことはそれなりにありうるだろう。また，逆に，つ
つしみ深い，自己抑制の強い人が，境遇が変わって「欠乏」を目の当たりにしたとたんに
貪欲になる，という「斜陽族」の変身 qも文学者によって観察されたりしている。日本の
「戦後」を風靡したP型陽性の「欲望」の大合唱が，自己へのN動作を内包する「つつし
み」の文化を根こそぎにしたのかもしれない。美徳を定義するパラメーターの逆転が「日
本人を変えた」のである。
6-4.2 D面上の逆転
pd : PD (2-5 .:tB-0) 
キュープ右側の差異化の側面についても優劣の逆転移動が考えられる。まず図 dの右翼
上面の2-SPD「ほこる」とかOPD「たたえる」を結ぶPD(positive differentiation)の軌
道は，誇り高い人が自分より優れた人を称えるこころの運動を表わしている。自分の誇り
を堅持し，優れた他者には称賛を惜しまないスポーツマンのフェアプレーの精神は，つね
にさらなる卓越をめざす「貴族的」精神とともにこの運動の重要な一例である。すぐれた
達成に贈られる称賛と名誉という余剰荷重（「ポジオン」）を，勲章や称号や椅子などに物
象化すると，伝統的な貴族主義者や世俗的な権威主義者が誕生する。
nd : ND (3-0 +:t7-S) 
右翼側面の底辺はすこし陰惨な ND軌道である。この軌道上では， 3-0ND「あなどる」
から7-SND「いじける」への移行，あるいはその逆の自己卑下から他者侮蔑へのシフトが
起こる。優位者には遜りながら，劣位者とみると侮りを隠さない下方への「差異化」 (nega・
tive differentiation)の動きは，まさに権威主義の暗い側面を構成するものである。差別や
排除，あるいは民族浄化などにからむ重い問題がこのあたりの暗がりにかくされているが，
-107-
ソシオンの一般理論 (II) (木村）
それはまたトリオンの章で改めて主題的に論じよう。
r : SD (2-P ,:±7-N) 
この右翼の側面においても， PあるいはN動作に限る， という前提をはずすと，目を自
あるいは他にすえたままの対角移動が可能になる（図 e)。まず， 2-SPD「誇り」から7-SND
「卑下」へと斜めに転落する軌道 rがあらわれる。鼻を折られた天狗が落ちていくのはこ
の軌道である。この対角線を滑りおちやすいタイプは，状況がかわれば逆に昇りやすい人
であるのかもしれない。劣等コンプレックスを抱えた人が派手に見栄を張りたくなるのは，
この坂道を逆に登るときといえる。
s : OD (3-N ,:±6-P) 
この道と直角に交差する対角線 Sでは， 6-0PD「たたえる」と3-0ND「あなどる」のあ
いだの移動が発生する。優れた人をみると「称賛」のおもいが生まれ，卑劣な人をみると
「侮り」や憤りを禁じ得ない人は，この他者指向の軌道上を索直に歩いているまっとうな
人である。「偉い」というだけで尊敬の念を感じ，名もないというだけで軽侮の念を抱く人
のこころは，いわゆる「権威主義」的な動き方をしていることになる。
6-4.3 Pワールドの移行
t : OP (1-E~6-D) 
• 最後にキュープの上面を横切る対角線について考えよう。たとえば図 f前面左上部1-
OPEと後面右上部の6-0PDを結ぶ線 tは，対象は他者指向0で，動作は上向き Pの［易性の
精神の運動軌道をしめしている。いつも他者への「あわれみ」を失わず，他者のよいとこ
ろを見つけて「ほめ称える」という愛他的な精神が運動する軌道である。悪日はもちろん
人を疑うことを知らず，自分のことは後回しにする「他者おもい」の人は，この明るい軌
道の上を生きている，といえるだろう。対他性のN動作を知らない純正P型の「善人」の
軌道である。
u : SP (2-D .::t5-E) 
これに対し，もう 1本の対角線 Uは，やはり P動作に限定されているが，指向の対象が
反対に自己表象Sに固定されているようなタイプの運動を表わしている。 2-SPD「ほこる」
と5-SPE「ほっする」を屈託なく移行できるわけで，「わがまま」だけれども憎めないタイ
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プの自己中心主義者はこの軌道上を勝手に動いているといえるだろう。とりあえずの「野
心」と「欲望」として，資本主義的企業家や消費者には，まずもって必要な特性であるか
もしれない。
6-4.4 Nワールドの移行
v : SN (4-E~7-D) 
キュープ底面の暗がりに張られた対角線にうつる。図 f前面左下の4-SNE「つつしむ」
と後面右下の7-SND「いやしむ」を結ぶ線 Vは，対象が自己表象Sで荷重動作はつねにN
方向に向いている人の移動軌道をあらわす。いつもへりくだり遠慮ばかりして生きている
と，この V軌道にとらわれるかもしれない。つつしみ深い優れた人が，自己に厳しいあま
り， ときに自殺して果てたりすることは，文学のなかや実生活でときおり観察されるとこ
ろだろう。
w : ON (3-D~8-E) 
この自虐軌道と直交するもう一本の線がある。これは底面右手前の「あなどる」 3-0ND
からおなじく底面左奥の8-0NE「ねたむ」へのびる対角線軌道Wである。動作はN型に固
定されながら，指向はいつも他者0の方に向けられているタイプで，いつも他人の「悪口」
ばかり言っている人はこの軌道の上を動いていることになる。劣位の他者をあなどり，優
位の他者をそねむ，という書いていても嫌気がさしてきそうだが，自己洞察を欠いたまま
負圧を貯めこむと，だれしもこのW軌道に落ち込むリスクをもっ，と考えるべきであろう。
6-4.5対角移行
m 1 : 1-0PE~7-SND 
最後に，図6.4gに示した完全対角軌道についてもふれておこう。まず，キュープ左上の
項点I-OPE「あわれみ」から右下奥の項点7-SND「へりくだり」をむすぶ対角線 mlであ
る。これは，たとえば他人おもいのやさしい憐れみ深い人は，劣位にたたされたとき，自
分から卑下しやすい，という観察と対応しているだろう。ときに，この「やさしさ」は他
者の非を責めずに，自分を責めようとする「自虐的」な運動としてあらわれうる。逆にみ
ると，自分に対してきびしい自罰的な人は，他者に対しては憐れみ深い人となりうる。
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m2 : 5-SPE +±3-0ND 
それと直交するもうひとつの対角線 m2は， 5-SPE「ほしがる」と3-0ND「あなどる」
を結ぶもので，たとえば，まず自分の欲求を優先させる人は，他者を蔑み排除しやすい，
というもうひとつの親察と対応する。俗にいう「エゴイスト」のタイプがこれに相当しそ
うである。ここでもまた逆も真なりで，他者に冷酷な人は，自分には甘いことが多い。
n 1 : 6-0PD +:t4-SNE 
もう一種類の右上がりの対角線にうつろう（図 h)。まず， 6-0PD「たたえる」と4-SNE
「つつしむ」を結ぷ線 nlである。優れた人をたたえることのできる人は，自分に対しては
つつしみ深い，という傾向が確かにありそうである。逆に，本当につつしみを知る人は，
他人の美点をたたえることができる，のかもしれない。
n2 : 2-SPD~8-0NE 
これとちょうど対照的に， 2-SPD「ほこり」と8-0NE「ねたみ」を結ぶ線 n2がある。
この誇りと妬みの親和性は，プライドが高い人は，ライバルをねたみやすい， というよく
観察される事実と符合する。たしかに，負けん気のつよい子は，自分を負かした相手に「意
地悪」をしがちである。ある程度の嫉妬心は「自負心」の気つけ薬なのかもしれない。
これらの完全対角移動は，興味深いことに，優しい人と我欲の強い人の社会化されたタ
イプにかなりきれいに対応するように思われる。一方のml,nlは謙虚で優しく愛情深いつ
つましい人として社会的に称賛され，他方の m2,n2は欲張りで傲慢，酷薄かつ自己中心的
などと評されかねない性格特性と対応していると考えていいだろう。しかし，やさしいだ
けが取り柄では困ることもありそうなので，そうした我欲の強さもある種の社会では有効
な生存価値をもっ，と考えられる。
以上，キュープモデルの構成と，その動作パターンを概観した。ソシオキュープは，差
異化—平等化，肯定ー否定，優ー劣16)の 3 つのパラメーター間の関係を論理的に組み合わせる
16) この発想の刺激を与えられたのは言うまでもなく九鬼周造の『「いき」の構造』である。こちらのキ
ュープは「ヤポの構造」と題したいほど世俗にまみれているが，それでもAとBのあいだに比較の優
劣のない場合もこのキュープモデルはそれなりに有効である。 A,Bのあいだに優劣はないので， A
のBに対するあわれみの感情は， BのAに対する尊敬といっしょになる，というより区別できない。
おなじように， BのAに対するうらやみ，ねたみのこころと， AのBに対するあなどりやさげすみの
こころもひとつになって区別できない。（その結果，単純な「怒り」になる，といえそうだが，複雑
な憎しみの感情にもなりそうだ。）さらに， Bの負けん気とAの誇らしさを生む自尊心も区別できず，
自負心一般になるといえるだろう。 Aのつつしみと Bの卑下やへりくだりの感情もひとつとなっ
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ことによって，可能な荷重動作間の状態移行をそれなりに記述・説明することができる。
3つの要索で定義されるかぎりのたかだか 8つの状態であり，例示はどれも恣意的で粗雑
な記述にすぎないが，ダイアッド (2者関係）におけるソシオンのこころの動作メカニズ
ムをそれなりに簡潔に表現することができたのではないだろうか。キュープモデルは，ソ
シオン的な人間のこころの動作について思考するための道具として，それなりに役に立つ
ことができるかもしれない。なお，ソシオンには人間の個体だけでなく，一定の行動選択
能力をもつ集団や民族，国家なども含まれる。したがって，以上ひんぱんに使用した「優
ー劣」の比較とそこから発生する世俗的な感情は，むしろ民族や国民国家のあいだの感情的
な関係とよみかえて思考実験をしていただくと，モデルのリアリティがより把握しやすい
だろう。
7 ソシオンのループ
7-1キュープの連結
ソシオキュープはある個人あるいは集団の感情のモデルであると同時に，荷重差をめぐ
る二者のコミュニケーション・モデルと考えることもできる。 A, Bをそれぞれソシオン
の個体（個人あるいは集団）として，キュープの前面と後面をその荷重世界（選択可能な
荷重動作の集合）を表わすものとしよう。別個の世界をもつAとBが，キュープの奥行き
(z軸）の稜線にあたる 4本のコミュニケーション・チャンネルで結ばれている”）。このチ
ャンネルを介してA, B両者が尊敬や侮蔑といった微少荷重を交換することによって，自
他に対する感情的な意識の状態や指向がどのように変化するか，その機序をこのモデル上
で検討してみたい。
て，謙虚な羞恥心になるだろう。
以上から，同位者のキュープは，対になる感情を同じように配した前面と後面が対称的なモデルと
なる。 1と6が友愛の極， 2と5が自負の極， 3と8が対抗する勇気， 4と7が謙虚の極である。ち
ょうどライパルの友人が対峙する関係を表現している，といえよう。ちなみに，この良きライバル関
係が崩壊するのは，友愛が裏切りに，自負が卑屈に，勇気が怖じ気に，謙虚が傲慢に変質するときで
ある。
17)本来ソシオンは，他者の世界（選択可能な荷重動作）についての自分なりのモデルを組み込むことに
よって，それぞれの内部にモニター・キュープを構成している，と考えられる。図7.3にみるように，
キュープのなかに自分なりの小さなキュープを入れ子式に内蔵するのである。しかし，不要な複雑さ
を回避するために，とりあえずはAとBのキュープは一体にシンクロしながら機能しており，したが
って区別する必要がないものとして議論をはじめよう。
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7-1.1基本連結
図7.1のキュープは，基本的に変換フロー・チャートの5.7aを前面に， 5.7bを後面に配
して，それぞれ対応する荷重動作をむすんだものである。あるいは，本来図7.3のように入
れ子式になっている二重のキュープを一個に圧縮したもの，としてご覧いただきたい。
Pl : Al-OPE→ 85-SPE 
Aの1とBの5の動作をむすぶ左上のチャンネルPl:Al-OPE→ B5-SPEから順に
検討する。キュープ左上に位置する優位者Aの動作1-0PEは， Aが劣位者B(実際はAの
内なる Bの表象Ba)を「あわれむ」という上向性の荷重動作を意味している。 Aのこのう
ちなる動作1-0PEが，表情やしぐさ，コトバやシンポルで他者Bへ表出されたとしよう。
その表出を受けとりまた読みとることで， B側の荷重動作5-SPEが起動されうる。つまり，
動作1-0PEを出カチャンネル，動作5-SPEを入カチャンネルにして，「あわれむ」と「ほ
しがる」という AとBのふたつの動作が超個体的に連結され，励ましの微笑や憐れみのコ
トバにのって， Aの1-0PEから B5-SPEへ予期ポテンシャルが移動した，と考えることが
できる。
5-SPE 6-0PD 
4-sNE 3-0ND 
A 
図7.1カッブリング
前面は．比較優位者Aの選択可能な荷重動作{l-OPE,2-SPD,3-0ND,4-SNE}を示し，後の面は劣位
者Bの選択可能な動作{5-SPE,6-0PD,7-SND,8-0NE}を示している。前面と後面をむすぶ4本の線
Pl, P2, Nl, N2は．それぞれAとBの対応する荷重動作を結ぶカップリング・チャンネルを表わす。
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そのときAから BヘチャンネルPlを通って「正の微少荷重が流れる」 Pl:+△W (A 
→ B)と表現しよう。日本人が， しばしば「元気」をもらうとか，「気持ち」だけで十分だ，
というその「気」は，このAから Bへ流れる微少荷重十△ wである， と理論的に解釈する
ことができる。
P2: 86-0PD→ A2-SPD 
次にキュープ右上の 2-SPDと6-0PDをむすぶ稜線P2のチャンネルは，優位者Aの自
己表象Aaにたいする上向動作と， Bの他者であるがにたいする上向動作が連結されるチ
ャンネルである。 BがAを「ほめたたえる」ので， Aは自分を「ほこらしく」感じる，と
いう連結である。このばあい， BからAへ「礼賛」という正の微少荷重が移動する P2:
十△W(B→ A)と表現できるだろう。「拍手」や「花束」が贈られるとき，「尊敬」や「感
謝」のようなポジテイプな微少荷重十△W がじっさいにBからAに移動する，と解釈でき
る18)0
このように，「称賛」や「元気」のように移動する（と表現できる）荷重＝予期ポテンシ
ャルを「ソシオトロン」 (sociotron; 社会連結荷重子）と呼ぶことにしたい。この仮想の荷
重子のやり取りによって，自と他の社会的な連結が可能になるからである。他者をたたえ
るとき，プラスの微少荷重である「誉れ」というソシオトロンが，拍手やメダルにのって
移動すると考えるのである。プラスのソシオトロンを贈られた人は，ふつう誇らしい気持
ち2-SPDになると同時に，他者から「服従」や「傾聴」を期待できる確度（予期ポテンシ
ャル）がふえることになる。
Nl: A3-0ND→ 87-SND 
さて，下面に移って， Aの他者 Baにたいする下向動作3-0NDと， Bの自己 Bbにたいす
18)「ほめられる」ことによって発生する「のぽせあがる」ような感じゃ，顔が火照るような「羞恥感」
は，「けなされる」ことによってうまれる屈辱感や血管の膨張とおなじように，単なる音声コトパの
到来によって，生体に何事か重要な神経生理レベルの反応が発生していることを示している。とく
に，「羞恥」は，称賛によって自己に発生する「余剰荷重」を受容あるいは活用できないという精神
動作の生理的表出であり（前稿117頁）．「慎ましさ」の問題や「顔」の選択性とからんで，「自己」の
社会的出自と，生理的現象基盤の存在をともに明らかにする重要な現象である。羞恥から恥，はにか
みや慎みから赤面・対人恐怖ひいては厚顔無恥にいたる現象の系列には，笑いと同様，「人間」の成
り立ちの謎を解こうとする科学にとって決定的なカギがかくされている（作田啓ー1967)。人間はコ
トバ—意味意識ではないし，生理のかたまりでもない。他者とのあいだで育まれる意識と生理のあい
だの精妙な継ぎ目がおそらく人間とよばれるものの核心部である。ソシオン理論はその継ぎ目の構
造についてひとつの作業仮説を構築する試みである。
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る下向動作7-SNDをむすぷ連結線Nlに注目していただきたい。この連結Nl:-LlW(A
→ B)は，優位者Aから劣位者Bにむかって，否定的な微少荷重ーLlwが送り出され，それ
をBがしぶしぶ受けとったことを表わしている。このとき「あなどり」や「さげすみ」と
いった負の荷重をはこぶ媒体は，罵倒や叱責の「コトバ」だったり，ときに「ツバ」や「烙
印」など呪いのシルシのこともあるだろう。オプジェクトのレベルでは，「処罰」やそれに
対応する「剥奪」，身体を巻きこむ「暴力」などが送り出されることになる。
N2: BB-ONE→ A4-SNE 
さいごに左下側の稜に移ろう。ここでは，劣位者BのAbにたいする下向動作8-0NEが，
優位者Aの自己に対する下向動作4-SNEと連結されている。たとえば， AがBの「ねたみ」
を受けて，自分自身を「つつしむ」構図が， N2:-LlW(B→A)である。ここでの負
の荷重は，「無礼」な態度から始まって，「反抗」やサポタージュ，極端な場合は「破壊」
や「略奪」といった暴力行為として表現される，と考えられる。劣位者の無礼な態度に，
優位者Aがねたみや糾弾を受けることを擢れて身を慎んだりしたばあい，その限りで負の
ソシオトロンが「伝わった」と表現できる。
以上，キュープの上面のカップリング・チャンネルPlではAからBへ， もうひとつのP
2ではBからAへ，肯定的なプラスの予期ポテンシャルが流れる。 キュープ下面のチャン
ネル NlではAから Bへ， N2ではBからAへ負のポテンシャルが流れる。ここで，前者
po~itive sociotronを「ポジオン (posion)」，後者negativesociotronを「ネクロン (ne-
cron)」とよぷことを提案したい。他者からなにかプラスの予期が運ばれて元気づけられた
ときは「ポジオン」を受け取り，なにか負の予期がうまれて落ちこんだときは「ネクロン」
を受け取ったなどと表現する（＝考える）ことができるからである 19)0
19)ポジオンは人を陽気にして元気を与える元なので，陽元（子）などと呼んでもいいし，ネクロンはそ
の逆の陰気や邪気，悪気などの元なので，陰元（子）と称してもよかったかもしれない。あるいはも
っと正確に，正の社会交換荷重子とか，負の微少予期ポテンシャルなどと表現する方法もありうる。
逆に単純化してP交換子， N交換子と無味乾燥によぶのも悪くない。
しかし，後に見るように，このnecron,posionという呼称には他にえられない良さがある。まず，
posionはpositive,necronはnegativeさらにはnecrosisを容易に連想させ，意味がつかみやすい。
これを接頭（尾）語的に活用して，たとえば， posion-channel,necron-receptor, socio-necrosis 
など簡潔な合成言語をつくることができるし，システムを記述する階層が上がることによって，たと
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天国と地獄
ソシオンの一般理論 (II) (木村）
天国と地獄を一緒にしない方がいいように，「期待」を生むプラスのソシオトロンと「脅
ぇ」をもたらすマイナスのソシオトロンを区別した方が便利である。ポジオンは，上向性
の荷重変化の予期をはこぶソシオトロンであり，ネクロンは下向性の荷重変化の予期を運
ぷソシオトロンである。ポジオンとネクロンは，複数の自由な主体の選択性を連結するに
さいして，それぞれまったく対照的な連結の型を生成する。自他の自由な連結において，
ポジオンは期待あるいは要求され，ネクロンは回避あるいは放射される。キュープの上半
分では，他者は天使として現れ，下半分では悪魔あるいは死神の使者として現れる。自他
の自由の接合モードにおいて，キュープの上と下ではまさに天国と地獄の開きがあるので
ある。
p 1, p 2のチャンネルで他者から送られてくるポジオンは，肯定的な荷重，なにか自
分にとって良いことの「予期可能性」であり，送られる側は「期待」をもってそれを受け
とる。あるいは，ふつう受けとるように選択動作がはたらく。ポジオンを放射する他者は
頼みの綱として求められ，希望の天使として歓迎される。ふたつの自由が出会うことで，
「なにかいいこと」がおこるというプラスの予期が生成されるからである。ふたりの自由
な選択者は，キャッチポールやパスのように，たがいに他方の自由を歓迎し，確率の波を
縫って出会い結びあおうとする。 PlとP2チャンネルでは，他者との出会いはポジオンと
よぷ正の予期ポテンシャル，つまり「なにかよいこと（吉）」をもたらすものとして歓迎さ
れ，自他の自由度は順方向に連結（順連結）される。
えばネクロンサイクルの形成とか．ネクロンに対するリセプクーの感受性が上がる，といった具合に
記述を簡潔にして．思考のダイナミックな展開を促進する働きがある。正確で簡潔な用語法は．図や
記号と同じように．イメージに弾みをもたらし思考を促進し，伝達や学習を容易にする。新奇さにと
まどいをおぽえられるであろうことは重々承知の上で，あえてポエシス効果で使用する次第である。
ソシオンをはじめ他の造語とともに，事象の正確な把握と思考の有効な展開をめざした科学的試行
の一環として．お許しいただきたい。なお．ポジオン，ネクロンといった用語群は，善意や悪意．愛
や憎しみ，ひがみや嫉みなど．ともすればつよい感情価をともなう内包を，価値自由で感情中立的に
とらえて思考のまな板にのせるためにも一定の有効性を（いまのところ）果たしている。
ちなみに．ここでいうソシオトロンは，日本人が「元気」をもらう，あげる，からはじまって．「気
が合う」「気が通う」「気まずい」などと．人と人のあいだに「漂い」あるいは「通う」と日常に表現
してきた「気」の概念（木村敏1970)に近い内包をもっている。ちょうど，陰の気がネクロン，陽の
気がポジオンに対応できそうである。
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下半分のN1, N2のチャンネルでは，これと反対に，他者は私の自由をさえぎり，選
択性をうち砕こうとする負の自由として現れる。相手から送られるネクロンはこちらの荷
重を負の方向へ変化させる剥奪行為や不快なデキゴトの予期つまり「危惧」であって，受
け手はこれを「脅威」や「恐怖」として警戒モードで受け取る。いやむしろ，受け取らな
いように選択的に回避することになる。ドッジポールやドリプルのように一方は他方を追
求し，他方は捕捉をおそれて逃走する。一方の自由は他方に禍いをもたらす自由なのであ
る。他者はネクロンを運ぶ負の使者，「なにかわるいこと（凶）」をもたらす者，あるいは
端的に「迫害者」として恐れられる。 Nl,N2チャンネルでは，自他の自由は，どちらか
が自由の放棄をせまるようなかたちで，いわば反対向きに接合（逆連結）され，ふたつの
自由は両立しない20)。
ポジオンとネクロン
ポジオンとネクロンは文脈と文化に依存しながらも，それぞれ特有の媒体，メディウム
を記号的に分節する。にこやかな笑顔は自然にポジオンを放射し，ある種の視線はいやで
もネクロンを放射する。花束をもらって怒る人は少ないし，唾を吐きかけられてよろこぷ
20)本稿で議論してきた「妬み僻み嫉み」といった負の欲動の世界が，科学の議論のまな板にのりにくい
のは，このポジオーネクロ問題がからんでいるからである。ネクロンを生きている人はそれを隠すし，
それを生きたくない人は目をそらしてそれを見ようとはしない。ネクロワールドは，希望を生きよう
とするポジオン人間のシャドーに入ってしまう。しかも，ネクロワールドの住人は，他者の自由を恐
れ憎む。「負圧」を抱える者にとって，他者の視線は，自己の可能性を実現・リアライズするもので
はなく，逆に自由の剥奪と存在の終焉をもたらす脅威である。彼らにとって「顔」はたがいの視線を
欺くための「仮面」であり，コトパは基本的に偽りを騒るための道具である。したがって (J. ジュ
ネのような例外をのぞいて）多くのネクロパーソンは日記をつけず，本も書かない。コトバも自己の
欲望との相関においてしか意味をもたず，真実の場所はないからである。
人間の生存のすくなくとも半分のリアリティをしめるデークが，こうしてファイルから削除され
る。「悪」や「よこしまさ」が，あたかも人間から消去可能であるかのようなポジオンの幻想， Hな
たの妄想がこうして日々再生産される。その結果，ネクロンはポジオンのシャドーに隠れ，ネクロン
のシャドーでしかないポジオンは，いずれネクロンの闇にのみこまれる。
比較の欲望から欠如と攻撃性の発生を説明する本稿の議論は，邪悪さは比較に囚われる限り人間
の本性（フロイトはこれを「死の本能」とよんだのかもしれない）であることを，すくなくとも世界
の半分を希望や善意（エロス）と分かち合う下半分の真理（タナトス）であることを，理論的に暗示
している。キュープモデルによれば，人間は抹殺できても，悪は根絶できない。
ちなみに，詩人アルチュール・ランポーが，「他者，それは地獄だ！」と詠ったように，他者とは，
私の知らない間に「天使」から「死神」に変身しうる，私とは別個の「自由」なのである。この他者
の自由と，私の自由がどのように接合するかが，個人の人生においても民族や国家の歴史において
も，また社会学の理論においても，ほとんど最大の問題である。
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人も少ない。意識の誕生とともに，菓子折や手みやげのようなポジオンの運び手（ポジオ
ンシンポル）と，排泄物や動物の死骸のようなネクロンの運び手（ネクロンシンポル）が
記号的に分節してくる，と考えられる。
こうして，励ましのコトパや敬礼は，「援助」や「献身」にたいするプラスの予期つまり
ポジオンを運ぶメディアあるいはシンポルとなり，蔑みの目や呪いのコトバは，突き立て
られた拳と同じように，「排除」や「反逆」といった攻撃性の予期つまりネクロンを運ぶメ
ディアとなる。前者は受け手によろこぴや元気を与え，期待を膨らませて「信頼」を醸成
する。後者は受け手に「脅え」と「警戒」をもたらし，信頼を破壊して「不信」と「疑惑」
を増殖させる。
ネクロンもポジオンも文化のなかで独特のシンポルを分化発達させる。笑顔や罵声は人
類に共通のシンポルであるが，「ワラ人形」や「流し雛」のように，何も知らない観光客は
買ってよろこぶが，その文化に生まれた人はもらっただけで心臓が停止してしまうような
強烈なネクロシンポルまでつくられる。逆に，栄光や至福ひいては不死の予期まではこぶ
ポテンシャル・シンポルもあって，「石貨」や「墳墓」は，「勲章」や「宝物」のように，
その文化の中で育った人には最高度の荷重をはこぶポジオン・シンポルとして発達した，
と考えられる21)0
多重意味性
ソシオトロンはつねに正負に意味分節しているとはかぎらない。コトバを筆頭にして意
味のあいまいなシンポルもすくなくないし，曖昧な微笑や趣旨のはっきりしない贈り物の
ように，発信や解読に注意を要するシンポルも多々存在する。また，人は「気が変わる」
21)吉田民人1967は，記号と意味の対応が規約的で恣意性をもつものをシンポル性の情報とよび，因果的
あるいは時空的近接による非規約的なものをシグナル性の情報とよんだ。ソシオトロンを運ぷ重要
なメディウムである「微笑み」は，この用語法にしたがえば，ほぽ因果的な表出であることからシグ
ナルということになる。
ちなみに，ポジオンにせよネクロンにせよ，実際に，何らかの実体的な「エネルギーのようなもの」
が意味されているわけでは全然ないということは，誤解を招かないために敢えてことわっておきた
い。ソシオンのチャンネルを実際に移動するのは，媒体によって搬送される一種の「情報」であり，
この情報の解読に連動して予期ポテンシャルに発生した荷重の変動分を， AB間でその量に相当す
る「荷重」が移動した，と便宜的に表現するだけである。ソシオトロンとよぷ交換される荷重子は，
その姿をだれもみることはできないが，そぷりや表情，コトパや象徴モノのようななんらかの表出シ
ンポル，表象や記号を媒体ーノリモノにして伝わるポテンシャル量であり，基本的には受け手のポテ
ンシャルがそれによって変動したとき，あたかもその仮想粒子が存在し，また流れた，と便宜的に考
える（ことができる）だけである。
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ことがあるので，予期の確度は原理的に時間のなかでゆらぎをもつ。さらにコミュニケー
ションの過程で発生するノイズや錯誤の可能性は「あてにできない可能性」つまり連結上
のリスクをつねに内包している。おまけに，コミュニケーションのなかには，ネクロンが
生み出すウソや不信，謳りや詐欺の可能性が含まれている。人間はウソをつき仮面をつけ
ることができるし，すくなくとも「顔」をつくることができる。とりわけ，キュープ下半
分の世界をしめるNワールドでは，他者の自由は私の自由を欺くために，あるいはその逆
のために存在する。そこでは，顔は仮面であり，コトバは口実や虚言でありうる。
さらに，ここからが理論的に重要なのだが，移動あるいは交換されると便宜上表現する
予期ポテンシャルつまりソシオトロンの荷重量については，はじめから決定されていない，
という点にソシオンの荷重コミュニケーションの決定的特質がある。たとえその表出にウ
ソ偽りがなく，解読に誤りもないとしても，意味は，送り手の込めたオモイにくわえて，
受け手の受け取り方に依存する性質をもっている。たとえば，贈り物をしても Aのせっか
くの「気持ち」がBに通じないこともあるし，理解されてもよろこばれないこともある。
逆に，なにげないコトバや微笑みが，攻撃ととられたり，重大な好意のシルシとして受け
止められることもある。 Aが黙ってとおりすぎただけなのに， Bが気分を害したとしたら，
ネクロンを受け取ったことになるのである。
肯定的か否定的かその正負の質はとりあえずおくとしても，それがもたらす「予期」の
ポテンシャルは，その大小軽重が送り手受け手の選択的荷重動作の二重の関数として結果
的に決まってくる量，相互の選択性に多重に依存する非決定論的なポテンシャル量である。
ソシオトロンとよぶ情報態は，正か負かその質も量も，両者の関係的動作において相互選
択的に多重決定されるところの，本来未確定性をふくむ間主観的な「予期可能性」のポテ
ンシャル量なのである。それは，個々のソシオンの第 2階層，サプレベルのイメージ荷重
空間において主観的な「期待」や「懸念」として発生しながら，ソシオンとソシオンのコ
ミュニケーションと行為交換による現実的な接合動作のなかで，ちょうどシナプス荷重の
ように，相互選択的に生成されてくるシステムの関係的属性である22)0 
ソシオンの連結は，本来予期や解釈のゆらぎを卒んだ可能性どうしの出会いであり，「ソ
シオトロン」はその出会いを媒介し，その出会いによって現実化するところの，潜在的な
可能性のなかの選択性の量，すなわち情報なのである。ソシオトロンの多重性と非決定性
をめぐる問題には，後でまたもどることにしよう。次節では，人間に内在するこの自由度
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とゆらぎを，気の変わりやすさをふくめて概念的にグリップするために，対人性の荷重動
作における選択性の構造とメカニズムを改めて概観する。
7-2選択性
ソシオキュープのA, Bの面は．それぞれが選択可能な荷重動作の集合をあらわしてい
る。 A, Bをむすぶソシオンのチャンネルは，未決定な可能性が，相互に相手の予期と選
択性に依存したまま移動する，不思議なプリッジである。ソシオトロンのポテンシャル情
報量ははじめから確定していない。それを決めるのは，一次的には受け取った側の解釈で
あり対応である。送られたソシオトロンの解釈と対応の必要に連動して，自己の動作決定
に一定の選択性・自由度が発生する．という点に連結問題の理論的核心がある。その連結
の構造に迫るために，まずはそれぞれの主体がとりうる 4つの選択肢の連関構造を簡単な
22)サプレベル．メタレペルでのソシオトロンの交換が，タイムラグをともないながら，最終的にオプジ
ェクトレベルでの行為資源の交換と対応連結するところに，ソシオンの多重交叉コミュニケーショ
ンの核心がある。第 1(行為，資源），第 2(イメージ，表情）そして第 3(コトバ，記号）の各階
層（前稿）を自他交叉しながら縦横に対応づけることによって．関係性のなかに連結の確からしさと
自由度を同時に内包する超個体多重複合ネットワークを間主体的に編み上げることに人間は成功し
た， といっていいだろう。
ちなみに．この社会的行為がオモイ（「主親的に思念された意味」）に導かれることは社会学の創立
者のひとりM.ウェーバーの正統な着眼であったが，さらにそれが自他の相互解釈に二重に依存する
ことを洞察したのはアメリカの理論社会学者タルコット・パーソンズであった。彼が．「doublecon-
tingency =二重の条件依存性」とよんで．その社会的行為理論のペースにおいたものは．本稿でソシ
オトロンとよぷこの交換荷重の不確定性問題だった．と読みかえることができそうである。
いわゆる「信頼」は．関係のなかに蓄積されたソシオトロン， とくにポジオンの働きによる高次の
達成である。文明も人間も，友情や市民社会と一緒に，主ー客と階層を横断して自己を編み上げるソ
シオンの超個体的ネットワークが時間の試練のなかで蓄積してきたこの潜在的な「情報量」，すなわ
ち「信頼」の力によって生み出された。
逆にいえば．ネクロンによる不信や疑惑の種がくすぶり，脅えや猜疑心の渦が動き出したとき．ま
さに「壊疸」 (necrosis)のように内部からの腐食と崩壊がはじまる可能性が，いつも社会ネットワー
クには秘められている。人びとが関係のなかに築きあげてきたシステムの「属性」である「信頼」を．
そのネクロンの負圧の穴が食いつぷしたとき．文明も個々の人間関係も，まったく同じように崩壊の
危機に導かれうることが理論的にも予感されるであろう。ソシオン・ネットワークに発生したネクロ
ンの負圧は， (socio-necrosisと呼びたくなるような）信頼の廃墟のうえに死と恐怖のネクロポリス
を呼び寄せる力をもっ．と考えるぺきである。
カンポジア・ポルポト政権下の「惨状」に象徴される（と筆者は考える）この問題を解明すること
は，キュープ下側の暗閤を生きるネクロン人間の語られないコトバと同じく，社会学にとって決定的
に重要な課題である。なお，文明における「信頼」の重要性については'N.ルーマン1967はもとよ
り• F. フクヤマ1995など．おおくの強力な研究があるが．とくに,P. ヴァレリー1973のなかに参
照に値するかなりの分量の考察があることを注記しておきたい。
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具体例をあげながら概観したい。
Pl : A 1→ 85 
他者からのコミュニケーション入力があったとき，主体は自己あるいは他者の表象に「備
給」している荷重を上げるか，下げるかの 4つの選択肢をもっている。まず図7.2aをごら
んいただきたい。 Plチャンネルをつうじて，ソシオンAからソシオンBに肯定的な微少荷
重（ポジオン）の入力 Pl:+Ll W(Al→ B5)があったとしよう。欠如をもつBをあわれみ，
なんらかの肯定的荷重（ポジオン）を送ったとするわけである。贈られるモノは，食べ物
や救援の手かもしれないし，励ましのコトバや笑顔であるかもしれない。
Bの側では，つぎのような反応が発生しうる。もっとも単純な選択として， Aの援助，
手助け，励ましを得てなんとか「元気」を回復することができたBはすたすたと立ち去る，
といったケースが考えられる。図の変換では自己回帰の環 (5-SPE→5-SPE)でこれを表
現してある。援助を当然のこととしてとらえると，自他にたいする格別の反応は発生せず，
したがってつぎのコミュニケーションヘのポテンシャルは生まれない。 Alから B5へのポ
ジオンの移動によって， AとBが一時社会的に連結されたというだけである。
つぎの索直な可能性としては，変換 e:5-SPE→ 6-0PDが賦活されて， Niこたいする肯
定的荷重動作が発生しうる。 Bは自分の「よろこび」 (+LlW:内部化したポジオン）を自
他対称に変換して， Abの「やさしさ」をたたえ，こころのなかで A吋こ「感謝」するわけで
ある。この感謝の念がコトバや態度でAに表明されると， P2のコミュニケーション・チャ
ンネルが開かれることになる。
さらにひとつの可能性として， Bは他者の助けを必要とした自分を「恥じる」， という変
換 k:5-SPE→ 7-SNDの選択がありうる。これは，他人のあわれみをうけるほど落ちぶれ
てしまったか，という「自己卑下」への転換であり，自対自の反対称変換に媒介される。
若いつもりなのに席をゆずられてしまった老人が経験する感慨はこれに近いかもしれな
し‘
゜
さいごに変換 h:5-SPE→ 8-0NEによる「うらみ」への転換の回路もおこりうること
を，図はもの語っている。助けてもらったのに，うらむなどということがあるだろうか，
といぶかる向きもありそうだが， BがAと平等であろうとするあまり，差異の存在を「不
当」と感じた場合には，十分起こりうる反応として理論的にも納得できよう。「なぜもっと
くれないのか！」というタイプの「ねたみ」であり，極端な平等主義はこの種の負圧チャ
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ンネルを開く可能性を秘めている（伊谷純一郎1986), といえそうである。
P 2 : B 6→ A 2 
P2のチャンネルを通ってBからAに「拍手」や「称賛」などプラスの微少荷重＝ポジ
オンが送られてきたp2 : +△ W (B 6→ A 2)としよう（図 b)。このとき， Aは索直に
それを受けとって自分を「誇らしく」おもうかもしれない。これがちいさなループ2-SPD
→ 2-SPDで表わした選択肢である。この自己回帰性のループでポジオンを貯めこむと，鼻
が高くなって「天狗」のように舞い上がることになる (SPD→oo)。
「敬愛」をうけとったAはその誇らしい余剰を，変換 a:2-SPD→ 1-0PEを介して， B
への「慈しみ」のような愛の感情へと自他対称に変換する可能性がある。自分を慕う部下
や後輩を「かわいい」とおもう感情などはその一例であろう。当然，この選択はふたたぴ，
Bへの「援助」を促す潜在的な力となる。
さらに，変換 i:2-SPD→ 4-SNEに注目していただきたい。これは，他者から感謝や称
賛をうけたAが，逆に自分の荷重を引き下げる選択をすることを意味している。たとえば，
過分な称賛のポジオンをうけとった人が，「謙遜」するケースなどを考えてみることができ
る。赤くなって羞んだり，冗談をいったりするのは，過分なお言葉とともに到米した余剰
荷重を，身にあまる光栄としてキャンセルする「つつしみ」のチャンネルヘスイッチング
したのである。
最後に， b:2-SPD→ 3-0NDの選択肢をみよう。他者Bから「お礼」と「感謝」を受け
取ったAが，あろうことか劣位者Bに「罵り」のコトバを返す， というように，プラスの
荷重ポジオンが，反対のマイナスの荷重ネクロンに自他変換される経路である。 Bから感
謝や尊敬をうけて生まれたAの優越感が，そのシャドーとして Baへの侮りを生み出したの
だろう。あるいは，敬意やお礼の量が不足している（「頭が高い！」）という怒りが，他者
表象 Baに向けられる，というケースもあるかもしれない。なお，権力闘争のようなゼロサ
ムゲームでは，この差別化は自然な選択になる。
N 1 : A 3→ B7 
負のチャンネル入力に移ろう。まずN1 : —• w (A 3→ B 7)のチャンネルで「侮り」
とともにネクロンの負圧が劣位者Bのソケット7-SND(ネクロン・リセプターとよびたい）
へ入力されたとしよう（図 c)。侮りや脅しの「負圧」を注入されたBには，まずはすなお
に卑下したり，いじけて落ち込んだりするルートが開かれる。回帰ループ7-SND→7-SND 
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である。つぎに，変換g:7-SND→ 8-0NEによる選択肢は，負圧をそっくりお返しする，
というもので，負の「互醜性」ともよばれる自他対称変換原理によって導かれる。たとえ
ば親や先生に「しかられた」子どもが，「不服」におもって反抗的になる場合などがこれで
ある。この負圧が溜めこまれると，単なる「日答え」から「うらみ」による暴力的反抗に
発展して，左糞のネクロン・チャンネルN2への回路を開くことになる。権力の処罰や弾圧
が，民衆の抵抗にあい，ついには暴動や蜂起をひきおこしたりするのも，まったく同型の
プロセスである。
つぎに，変換 k:7-SND→ 5-SPEの選択肢は，劣位者がしかられたり侮辱をうけたと
き，前の回路のように優位者を「うらむ」のではなく，「なにくそ！」とがんばる奮起のオ
ペレーションを表わしている。このばあい，欠如を自分で充足しようと努力するわけであ
るが，他者の「助け」や「赦し」を求める依存的態度も，このスイッチングの類型として
考えておくべきだろう。
さいごの自他対称変換/:7-SND→ 6-0PDの道は，「あなどり」をうけた劣位者Bが優
位者のがを「あがめる」といういっぷう変わった選択肢である。 Aからの威嚇によって B
に発生するうちなる「恐怖」つまり自己表象に対する否定的荷重動作7-SNDが，そのシャ
ドーとして他者を強く大きくみせる6-0PD, と仮定できる。このとき，自分の側の「怯え」
の運動を否認すると，他者の側に偉大さのシャドーが発生し，強迫的な崇拝を誘発する，
と推論できる。「攻撃者への同一視」 (A.フロイト1946)は，このシャドー性の変換動作に
よるところが大きいだろう。
N 2 : B 8→ A 4 
最後の連結チャンネルN2:-Llw(B8→A 4)である。図 dは，劣位者Bから負の荷
重ネクロンを送られた優位者Aの選択肢が示されている。この負の荷重は，優位者への不
服や不満によって発生するもので，「そねみ」「ねたみ」などと呼ばれる。わかりやすい一
例として，たとえば，教師にたいして反感をもった生徒が「無礼」な反抗的態度をとった，
と考えてみよう。
このとき，知識や経験において優位者である教師が，劣位者である生徒の抗議や「威嚇」
に脅えて，自尊心に負圧を発生してしまうのが，回帰ループ4-SNE→4SNEである。「誇り」
や威厳を喪失してしまうこともあるかもしれない。もちろん，毅然として「失敬な！」と
叱りつける選択もあって，対称変換 c:4-SNE→ 3-0NDがその道を示している。もうひと
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つの選択肢 i:4-SNE→ 2-SPDは，傷ついた自尊心を修復して誇りを回復する道筋をしめ
している。この修復は，いっぱんに教育への情熱によって行われるが，むやみに叱りつけ
ることによって回復するような自尊心もあるかもしれない。このばあい生徒を「攻撃」す
ることで，先生がシャドーの誇りを回復するのである (3-0ND→2-SPD)。
さいごの自他反対称の NP変換 d:4-SNE→ 1-0PEに移ろう。たとえば，優位者が非難
や抗議をうけたばあい，劣位者の要求を容れてあげようと思う，「やさしい」人の選択肢で
ある。劣悪な境遇の他者にたいするこころからの同情が発動される場合もあれば，自分の
がわにある「怯え」や「疾しさ」などを粉塗するするためのシャドー動作であることもあ
りそうである。疾しさのようなシャドーをもつとき，荷重動作1-0PEは， しばしば「甘や
かし」や「懐柔策」となってあらわれるだろう 23)0
以上各入カチャンネルに対し，どのような選択肢が内的に可能であるかを簡単に検討し
た。重複する思考実験部分もあるが，各選択肢に対してそれなりの具体例がさがし出せる
ことがあきらかになったとおもう。これらのうちどの動作が選択されるかは，生体の気分
のゆらぎにくわえて，無意識もふくむ過去の連結経験の「書き込み」（ループの記憶），記
号やコトバによる文化システムからの「禁止」や「誘導」（イデオロギー），さらに主体自
身の「予期」の先取り（思考）などいくつかの要因の複合による。ここでは，この荷重ス
イッチの微妙な選択的動作のなかに，人の人となりを大きく分岐させる決定的なポイント
がありそうだ，ということを確認するにとどめよう。とりあえず，性格やパーソナリティ
とよばれるものは，すり込みや履歴効果をベースに，「可能空間」上で日々重ねられる小さ
な選択の累積であり，その結果である。
7-3多重対応
7-3.1多重な未決定性
ソシオンは荷重動作の選択にあたって， 4種の基本型のうちどれが選択されるかはあら
かじめ完全には決定されていない。そのときの気分や計算，持続的な傾向や方針などによ
23)劣位者を叱責することと虐待することのあいだには，愛することと甘やかすことと同じように，微妙
な大ちがいがある。反抗する子どもは，やさしい甘やかしも，やたらきびしい叱責も，子ども自身の
ために送られるのではなく，大人の側の自信のなさと，やましさの存在を粉飾補填するためのシャド
ー・オペレーションであることを感じとっている公算がたかい。そもそも尊敬できない大人の叱責に
よって，少年が自分の欲動をみずから抑えることはむずかしい。
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5-SPE 
3-0ND 
図7.3多重性対応
って，また相手のつぎの反応に対する予期によって，さらに他者からの圧力や誘導・誘惑
によって，今なにを選択するかに微妙なゆらぎが発生する。たとえばむくれるか甘えるか，
しかるか見過ごすか，ほこるかつつしむか，さげすむかあわれむか，など意図的な，ある
いは不本意な「振動」や「アンビバレンス」が大小強弱さまざまにに発生する。
このことは，ソシオンのコミュニケーションに決定的に重要な問題を生み出す。おなじ
コトバやおなじ挨拶でも，時と場合によって，コンテクストや関係性に依存して，かなり
違った効果を発揮しうることになるからである (M.バフチーン1929)。
たとえば，「いい天気ですね」という挨拶の「意味」は，「天気が良いぞ！」という概念
表象ではない。ここで読みとられるべき「意味」こそ，ちいさなポジオン（＝よいデキゴ
トの予期ポテンシャル）であって，「いや曇っています」などと答えては，自他のあいだに
贈られたささやかな気遣いの荷重は吹き飛ぷだろう。逆に，返事もせずに通り過ぎること
は，友人も目に入らないほど「落ち込んでいる」 (7-SND)ということの結果的表出であり，
追いかけて声をかけるべき (1-0PE)事態であるのかもしれない。あるいは「挨拶しない」
ということは，もしかしたら，「あなたの顔など見たくもない，はやく私の前から消えなさ
い」 (3-0ND,あるいは8-0NE)という強烈なネクロンのふり込みであり，コミュニケー
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ションはおろか人間として関係をもつことの拒絶の表明であるような場合もありうる。
このちいさな思考実験から明らかなことは，挨拶しない，何も言わない，ということす
らが決定的な意味を生成しうるほどに，ソシオトロンは多重な決定性を，あるいは逆にい
えば非決定性をもっ，ということである。人のコミュニケーションにおいて交換されるも
のの「意味」は一義的にも一方的にも決定されない。これは，ソシオトロンの多重性原理
と呼びたくなるほどに重大で，普逼的な特質である。
本来多重の意味づけ可能性を内包しつつ，それぞれの「思いこみ」や「思惑」のなかで
移動し交換されるソシオトロンは，両者の相互的な意味づけの運動のなかで，その解釈可
能な意味の範囲と期待できる予期の程度をそれなりに画定し，自身のなかに信頼という荷
重ポテンシャルとしてくりこみながら，現実に両者の関係そのものを織りあげていく，と
みることができる。人間が伝え，また伝えようとするところの意味は，本来多重な「可能
空間」 (D.W.ウィニコット 1971)のあいだにあって，その関係性にたいして開かれている
ひとつの可能性なのである24)。
7-3.2可能空間の多重交叉
以上の議論は，コトバがうみだす意味の多重性にすこし依存しすぎたかもしれない。言
いたいことを整理したのが，図7.3である。すこし複雑だが，簡単に説明しよう。
左の面に， A自身が選択可能な自他の表象A8,Baに対する正負の荷重動作パターンが全
部で4つ書き込まれ，反対側の大きな面には，もう一方のソシオンBが構成した自己表象
B叱他者表象Ahlこついての正負の荷重動作パターンの選択肢が同じく 4つ書き込んであ
24)コミュニケーションによってもたらされる「情報」は，自他の張る複数の荷重場，キュープで表わし
た可能な荷重動作の多重な布置展開に依存している。その情報によって開かれまた閉じられる選択
的荷重動作の新しい可能性は，自他のあいだに張られた表象x荷重の多重マトリックスが時間のな
かで組織化してきた信と不信のあいだに，合致とズレの落差に，緊張とゆらぎのあいだに，未決定の
ままネットワークのポテンシャルとして保存されている。
俗に意味とよばれるものは，その多重マトリックスの発火であり，可能性が現実性へと多重選択的
に決定されるその瞬間、意識に与えられる荷重の目眩である。反対に現実として閉じていたものが，
多重な可能性へと開かれる逆の運動がユーモアの跳躍であり，洞察の閃きである。「意味」は，記号
と表象の恣意的な対応である以上に，それらをひきこんで編まれたネットワークの荷重場に生じる
変容，変化率の問題なのだ。それは，しばしば笑いやため息とともに，予期のポテンシャル場に生成
消滅する余剰や欠如の運動である。あたらしい表象やイメージの出現や「異元結合」 (A. ケストラ
-1964)に連動して予期ポテンシャルを制御する荷重出力系の自律的な運動があって，その跳躍や破
断に際して荷重場に生まれる加速度が，意味として生きられ，システムに制御情報として回帰される
のである。
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る。これまでのべてきた議論は，基本的にこれらの面が構成するおおきなキュープの上で
展開されてきた，と考えていい。 A, Bそれぞれの荷重感情が生まれるのも，それぞれの
面つまりサプレベルとよぶ第 2階層の「可能空間」においてである。
ここでコミュニケーションが成立するためには， A, Bそれぞれが相手がこちらをどう
思っているか，仮定であれ構成し感じとることができるのでなければならない。でなけれ
ば，おたがい「言いっぱなし」になってしまうだろう。相手の選択的な荷重動作にたいす
るそれなりのモデルを構成することが，ソシオンのコミュニケーションが成立する必須の
条件である。
メタキュープ
他者の可能な荷重動作をモニターしあるいは仮定することで，ソシオンはそれぞれ自己
の内部に，他者の視点を含んだ自他の関係についてのモデルを構成する (A.ミンスキー
1987)。簡単にいうと，自分が現にその構成要索であるようなソシオンキュープを，それぞ
れの内部に写しとるようにしてもうひとつのちいさなキュープを構成する。これが対面す
るおおきなAとBの各面に書きこんだもうひとつのちいさな一対の面（キュープ）である。
Aが構成した小さなキュープ（メタキュープと呼ぽう）を見てみると，まず右側のちい
さな方形に，他者Bの可能な荷重動作の集合{+LIA凡ーLIA凡十△ Bb, -LIB叶を写しと
ってAが構成したBの可能世界 {+LI(A乎，一△ (A乎，十△ (Bが，一△ (B乎｝が描いて
ある。たとえば十LI(Aがは， BがAの荷重評価を上方に修正する，つまり「BはAを称え
ている」と「Aが見た」ことを表わしている。あくまでも Aが見たかぎりでのBの思わ<,
感情的動作であるが，このAが見てとった（くり込み・入射： LIN→△ (Aが） Bの情態
は， Aの側からみると Bの実際の感情のようにみえる（くり出し•投射：△ (N)a→ LIN) 
という点が重要なポイントである。こうして階層をズラしながら自から他へ綾取りのよう
に交叉するダイナミックな対応が構成される。図の斜めにひかれたファイバーがこの「＜
り込み」と「くり出し」のくり返し運動を表わしている。
Aは自己表象にたいする荷重動作， 自分自身の感情{+△ A凡ー△ Aa,+ △ B凡—△ B叶
についても情報化してメタ空間{+△ (Aりa,―△ (Aが，十△ (Bりa,-LI (Ba)りをつくる。
たとえば，ーLI(Bがは， AがBに嫌悪感をもったことを自覚していることを表わしてい
る。 Aの内部におけるこれらのふたつの空間， Bの世界 {+LI(N)a, ―△ (N凡十△
(Bb)a, -LI (B乎｝と Aの世界 {+LI(Aが，ーLI(Aが，十△ (Bが，一△ (Bが｝が相対応し
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てひとつのメタキュープをつくる。これが，図7.3のソシオンAの大きな方形のなかにある
小さな立方体である。 Aは， Bとの関係をこの小さなメタキュープにうつしとり，またそ
れをとおして実際のABの関係のあり方を，可能性をふくめていわば覗きみることができ
るようになる。以上の事情は， Bについてもまったくおなじであり， くりかえさない。
多重交又
Aは自分のキュープのなかの Bの可能な動作をとおして実際のそとがわのBをみる。 B
は反対の右側から Bの内部に構成したキュープのがのマトリックスを外に投射してAを
みる。そうして自分の見た相手の像と，相手の見せる相手の像を重ねたりズラしたりする
運動のなかで思考と感情が発生する。両者がそれぞれ構成したメタキュープが図のように
階層を移動しながら交差して，たがいに相手を写し取りまた照らし出しながら，一定の動
的対応を形成する。メタキュープからサプレペルの可能空間への「くり出し」が感情的な
投射動作で，サプレベルの感情状態のメタキュープヘの「くり込み」が気づきや洞察に相
当する。内部のメタキュープでは「思考」とよばれる高次の操作が展開され，それがくり
出された大きな面においては，感情をともなう荷重動作が繰り広げられる。
こうして綾取りのように階層を交差しながら自他のマトリックスを横断してメタキュー
プからサプキュープヘ，サプキュープからメタキュープヘのくり込みとくり出しが反復変
換されるなかで納得や洞察をともなう予期ポテンシャルの小さな変動の波が二者のあいだ
に発生する。ソシオトロンが自他のあいだを行き来するたびに，そのつど表象の照合と荷
重ポテンシャルの調整が，負圧の驚きや余剰の笑いを生みながら相互感応的におこなわれ
る。その余剰や欠如が，ソシオトロンとなって他者に向かって送り出され，新しい動作を
誘発する。そうしてソシオトロンが自他のあいだを行き来するたびに，納得や洞察，疑問
や怒りや笑いをともなう予期ポテンシャルの小さな変動が，それぞれのループに，それな
りに発生する。そのポテンシャルの差異は，ふたたびソシオトロンを放射して，コミュニ
ケーションを誘発するだろう。以上が，ソシオンダイアッドにおけるコミュニケーション・
システムの動作のイメージスケッチである。
図の解説にもどると，左のAの中のメタキュープにおける奥行きの太線は， Aが構成し
たコミュニケーションのモニターループで， Bがわの線は同じように， Bが内部に構成し
たループである。二者のあいだでは，ふたつのコミュニケーションループがそれぞれ独自
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に回転することになる（前稿80頁）。
ふたつのループの間には，送り手の意図と受け手の解釈のあいだで，つねに確定できな
い意味のゆらぎが発生する。じつは，このふたつの意味（荷重量）のズレこそが，人間を
発語や行為に駆り立てる原動力であり，発生した誤解や思いこみは人間関係に複雑さと意
外性を生み出す情報発生源である25)。その近辺には，秘密や解離，密通や断絶，祈りや呪い，
誠実，欺隔，ウソといった興味深い問題が累々と折り重なる人間科学の宝庫がある。ここ
では，そうしたズレは，コミュニケーションや相互行為の反復をつうじてそれなりの修正
をうけながら，一定の社会的関係に必要な対応が保たれる程度に調整され，関係自身とと
もに淘汰選択されていく， と考えるにとどめる。以下A, Bのふたつのキュープの動作は
シンクロしており，ソシオトロンの入出力は一致している，という単ーループの前提で議
論を進めよう。
7-4ソシオンのループ
コミュニケーションと主体の媒介的選択性によって，ソシオトロンが社会的に環流する
超個体的な荷重のループが形成されうる。ポジオンやネクロンが行為（援助や危害）やコ
ミュニケーション（挨拶やお世辞）に連動しつつ， A, Bそれぞれの選択性に媒介されて，
自他の内外のループを変換されながら移動し回転する。 A, B両者の選択動作がちょうど
かみあったとき，両者のあいだでたがいに出力荷重に見あう荷重入力が相手から帰還する
ような状態が生まれうる 26)0
25)この連結の希望と切断のリスクの間で発生する「もどかしさ」や「せつなさ」のような感情が，意識
—主体をせきたたて，コミュニケーションや行為を通じて外部の他者へ接合や突破をはかる，と考え
ることができる。人に沈黙をやぷらせ，行為へと駆り立てるものは，自己の欲望や利害打算，自己実
現やアイデンテイティの確認であるはるか以前に，交差しつつ切断を余儀なくされている多重交差
体としての意識と感情のネットワークに発生するポテンシャルの緊張であり，弾みであり，負圧なの
だ。個人が動機をもって行為する以前に，関係のなかでため込まれた歪みやパネが発語や行為を強い
るのである。
26)たとえば， AとBがキャッチポールをしているとしよう。このとき，慎重にポールを選んで投げたり
受けたりしているばあい，はじめにAとBがいて，お互いにポール投げをしている，というのは正し
い。しかし，このポールのやりとりがどんどん早くなったとしたらどうだろうか？キャッチポールが
あってふたりを使っている，ように見えはしないか。実際，ポールの超個体的環運動があって，これ
がたまたまAとBを活用している，と考えても何の問題も発生しない。 BがCと交代した場合，やは
りキャッチポールのループは多少軌道を変えながら途絶えずに回るからである。
ポールを「信用」や「期待」つまり本稿でいう社会連結子としてのソシオトロンと入れ替えると，
個人主義的モデルを超えるパラダイムの可能性がかいま見えてくる。じっさいこのようにして，われ
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それは個体に媒介され，個体から個体へ循環しながら，キャッチポールの環のように個
体を超えて個体を結ぶ予期のループを形成する。デキゴトの予期ポテンシャルが，主体の
行動を誘導するいわば「生きた情報」として，自他のあいだを環流しながら，時空を超え
て個体をむすぴ，個体の個別性を超えて同一性を紡いでいく。
時空をくぐりぬけて個体から個体へと予期ポテンシャルの環流するこのソシオトロンの
ループ略してソシオループこそ，まさに社会システムを構成する基本的なユニットである，
と考えられる。以下，それらのループのうち， もっとも基本的な 4つのソシオンのループ
についてその回路動作を概観する。
7-4 .1ループの生成
AとBのそれぞれ4つの感情動作パターンのうち，対応しあう要索がちょうどプラグと
ソケットのようにたがいにカップリングすると，荷重が一方から他方へ移動する 4つのチ
ャンネルが形成される。チャンネルPlはAから Bへ「いつくしみ」や「あわれみ」のポジ
オンが流れ， P2ではBからAへ「礼賛」や「うやまい」のポジオンが流れる。チャンネル
NlではAから Bへ「さげすみ」や「あなどり」のネクロンが流れ， N2ではBからAへむ
かって「ねたみ」や「うらみ」のネクロンが流れる。
さらに， Pl, P2, Nl, N2の4つのチャンネルのうち，適当なふたつが組み合わされ
ると，ポジオンあるいはネクロンが， AからBへ流出しBからAへ流入する超個体的な循
環ループが4回路生成される。時空を超えて回帰するものは，自分自身に出会うことで同
一性を獲得する。
まず， PlとP2が連結されると， Plを通じてAから Bへ「いたわり」のポジオンが流れ
出し， P2を通じてBからAへ「感謝」のポジオンが流れ込む。このP1P2を介してむすば
われの会社や家族間の「関係」が，個別個体の離脱や参入を超えて一定の自己性をもって回転存続し
ていることがわかるだろう。回転するものは，時空をくぐり抜けてふたたび自分を見いだす。この場
合，超個体的な自己として環＝ループを構成しているものは，ポジオンつまり「希望」あるいは「信
頼」とよばれる予期ポテンシャルそれ自身である。
個々人を超えたこのポテンシャルの環こそが，実は社会システムを構築するユニットなのだ。ただ
その環は個々人の選択性によってになわれる可能性の環であり， したがって個人の選択動作が変化
すればそれなりに特性を変える自由度の高いリングなのである。パーソナリティと呼ぶ「個人」の性
格は，その埋め込まれたソシオン・ループの関数であり，その「自由度」は信頼や不信や脅えととも
に，ソシオンのシステム・ダイナミックスのなかで育まれるネットワークの「資産」 (properties)な
のである。
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④ --{△） 12-SPD 
、/
3-0ND 
N1• → 
d Dループ
図7.4ソシオループ
6-0PD 
7-SND 
左に優位者A,右に劣位者Bを置き，両者を結ぶ線はソシオトロン（荷重）の移動を表している。
矢印をもった小さな白丸がポジオン，おなじく小さな黒丸がネクロンである。
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れた超個体的荷重環をポジオンのソシオループ，略してポジオン・ループ (posion-loop) 
とよぽう。このループでは，プラスの予期ポテンシャル，つまり「なにかよいこと」への
予期が自他を環流することで，たがいにたいする期待の環がふくらみ，「信頼荷重」が生成
増殖する。
さらに， NlとN2が連結されると，チャンネルNlを介してAから Bへたとえば「さげす
み」のネクロンが送り出され， N2をとおってBからAへ「うらみ」のネクロンが送り返さ
れるようなひとつの環ができる。ネクロンの負圧が環流するこの超個体的な環をネクロ
ン・ループ (necron-loop) とよぽう。ループが回転しはじめると，上記のポジオンとは連
結モードが逆転し，他者の自由はたがいに「脅威」となる。信頼はひびわれを起し不信と
警戒が伝染増幅されて，脅えと憎悪の環流が生まれる。
キュープ左側では，チャンネルPlとN2が， ABそれぞれの反対称変換に媒介されて連
結されるすこし変わったソシオループが形成される。チャンネルPlをとおして優位者Aか
ら劣位者Bへ「あわれみ」のポジオンが送り出されるにもかかわらず， BからAには「う
らみ」のネクロンが下部のN2チャンネルをとおって返ってくるようなループである。この
P1N2ループが反復して回ると，差異が縮小して平等化equalizationへ向かうので，これを
Eルーブ(equalization-loop) とよぽう。
キュープの反対側にも，これと似たネクロンとポジオンが交換される奇妙なループがで
きる。 NlとP2をむすぷ右側のループで，こんどは逆に，優位者Aから劣位者Bに「さげ
すみ」のネクロンが送り出され， BからAへは反対に「うやまい」のポジオンが返ってく
るような反対称性のループである。 N1P2ループが回るほどにAB間の差異が拡大してい
くので，差異化のDループ (differentiation-loop) と呼ぶことにする。
これらのソシオループはどれも，図7.6bから見てとれるように，キュープのある面を囲
む4つの辺の向きづけられた回路で示される。ポジオン・ループは，キュープ上部の 4辺
をむすぶ回路でしめされ，ネクロン・ループは下部の 4辺をつなぐ回路で表わされる。ポ
ジオンのループは「天国」をめざして回り，ネクロンのループが回ると「地獄」が近づく。
左翼でEループが回るほど「平等化」がすすみ，右翼でDループが回るほど「差異化」が
進展する。以下，それぞれの回路について，環流を媒介する個体の変換動作をふくんです
こし詳しく検討しよう。
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7-4.2ポジオンの環
Pループ： Pl (Al-OPE→ B5-SPE) +e (5-SPE→ 6-0PD) 
+ P2 (B6-0PD→ A2-SPD) +a (2-SPD→ 1-0PE) 
[Alあわれむ→援助→ B5ほしがる→充足→ B6あがめる→感謝→A2ほこる→寛大→Al] 
図7.4aはキュープのちょうど上部の項点と稜線をむすぷループで，プラスの交換荷重子
ポジオンが環流する陽性の社会環（ソシオループ）である。自他ともに欠如の苦しみを減
らし，余剰のよろこびを増やそうとする肯定的荷重動作が，たがいの選択変換によって連
結される。
たとえば，幼くかよわい庄を「かわいらしい」あるいは「かわいそう」とおもったAは，
なんとか力になってあげよう (1-0PE) と考える。 Bに「はげまし」のコトバをおくり，
また援助の手をさしのべるだろう (Pl)。Aのやさしいコトバや援助によって助けられた
Bは，その自分の喜び (5-SPE)をAへの感謝 (6-0PD)にPP対称変換する (e)。Bは親
切なAを誉め称え，コトバや贈りものや捧げもので感謝と恭順の意を表明する (P2)。B
の礼賛と従順な態度に気をよくしたAは(2-SPD), さらにたくましい人間となって弱い者
Baをまもり助けよう，という気持ちがわいてくる (a)。
このループは，荷重の出力と入力つまり「援助」と「感謝」の量がA, Bともにバラン
スされたと考えるとき，相互選択的に安定する。「礼」と「仁」があい対応して結ばれたと
き，「敬愛」と「慈愛」が対になって循環する古典的な文明のポジオン・ループが誕生した
のであった。礼や仁までもちださなくても，よいチームワークには，仕事であれ遊びであ
れ先輩や後輩のあいだにこのPループ，ポジオンの環が，かならず見いだされることはい
うまでもない。
なお，上のフロー図で， eとaの小文字の変換は，それぞれBとAの内部のイントラ・
コミュニケーミ／ヨ./'つまりサプソシオンにおける思考と感情の媒介変換過程を表わして
いる。 AとBをむすぶPl,P2の変換は，実際にコトバや表情や贈り物などのシンポルが，
ソシオトロンとして外部へ送りだされる本来のコミュニケーションの経路である27)0
27) 日本人が「恩」と呼んできたものはまさにこの「ポジオン」を指していた可能性がある。自由な他者
にむけて贈られた「援助」というポジオンが，人の気持ちのゆらぎをのり越え，時間の試練をくぐり
ぬけて，「感謝」という分身と出会う時が恩返しの時なのだ。ポジオンすなわち「誠意」あるい
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7-4.3ネクロンの環
Nループ： Nl (A3-0ND→ B 7-SND) + g (7-SND→ 8-0NE) 
+N2 (BS-ONE→ A4-SNE) + c (4-SNE→ 3-0ND) 
[A3さげすむ→剥奪→B7いじける→怨恨→BSねたむ→反抗→A4つつしむ→不興→A3] 
キュープの底面を縁取る 4つの辺をむすぶと，負の荷重が循環するネクロンのループが
形成される。 AとBが互いに相手の荷重を引き下げ，泰Ij奪しようとすることで，負が負を
よんでAからBへ， BからAへと「憎しみ」や「怒り」が循環するネクロンの超個体的な
ループが生まれる。参加者がみんな信頼と希望のポジオンを交換している Pループでは，
新参者はついそのポジテイビティにひきこまれ，ぎゃくに不信や悪意のネクロンが環流す
るNループでは，善意の人もそのうち「意地が悪く」なる公算がたかい。
たとえば，自分を優位と思いこんでいる ABが，劣っていて卑しいと見なしている庄をこ
ころのうちで「さげすむ」 (3-0ND)としよう。この侮蔑が態度やコトバになって外部化さ
れ，剥奪をともなう負の荷重子（ネクロン）としてBのレセプター7-SNDへ入力される (N
1)。Bはこの「侮辱」に傷つきながらも，送られた負圧を「屈辱」として自他対称に変換
し (g), 「怨恨」を形成して他者Aを嫉む (8-0NE)。
劣位者Bのこの怨恨は，優位者Aにたいする反抗的態度として表に出る (N2)。この劣
位者Bの無礼な態度によって誇りを傷つけられたAは，自己イメージABをまもるために自
尊心の負圧 (4-SNE)を「怒り」に対称変換 (c) して BBに向ける (3-0ND)。こうして
反逆者Bにたいするさらなる剥奪・虐待と，優位者Aにたいするいっそうの怨恨が相互増
幅的に循環するネクロンのリングが完成する。
ここで，ネクロンを加速して相手にたいする暴力や破壊行為へと発展させるものは，多
は「恩」が，人びとによって媒介されながらループをつくり，ついに自己自身に回帰したのである（浜
口恵俊1998)。「桃太郎」の鬼退治の冒険物語は，「征伐」という形式をとりながら，信，忠，義とい
った信頼のポジオンが（すくなくとも主従のあいだで）循環する「文明」への旅を物語っている，の
ではないだろうか。封建的な主従関係とパクーナリズムの形式をとってはいても，そこにはある種の
「信頼」によるふたつの自由の連結型が存在している，ということができる。
もし平等主義がその論理的帰結として，密告と糾弾によるネットワークの分断と不信の蔓延，さら
に「ソシオネクローシス」 (socionecrosis)とでもよぷぺき大量粛清の惨劇を生みだしたとすれば，
日本的恩返しの物語りもこれまでとすこしちがった角度から読むことができるかもしれない。以上
は，理論構築を課題にする本稿の，注記のなかのつぷやきである。
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くのばあい異常者の邪悪な快楽というよりは，こんな仕打ちは「許せない」という自他対
称変換（互酬性）からくる正義の感覚である。こうした負の循環は，よく知られているよ
うに，何気ない一言が原因になって始動されることがおおいが，いったんまわりはじめる
と負が負をよんで，関係はふたりの意図に反してますます悪化することになる。双方とも
不幸な結果に終わりがちなこのネクロンの悪循環には，立派な人ほどその轍にはまりやす
いシステムダイナミックスが働いていることが気づかれなければならない。とくに，のち
にトリオンの章でみるように，集合的なネクロンの環は，血に飢えた「悪魔」や「ファシ
スト」の手によってではなく，正義の観念にとりつかれた「聖なる勇者」たちによってこ
そ創り出されるという点に問題の根深さがある。
7-4.4平等化のルーブ
Eループ： Pl (Al-OPE→ B 5-SPE) + h (5-SPE→ 8-0NE) + 
N2 (B8-0NE→ A4-SNE) + d (4-SNE→ 1-0PE) 
[Alあわれむ→憐憫→B5ほしがる→不満→BBうらむ→嫉妬→A4つつしむ→自粛→Al] 
キュープの背面で苦しんでいる他者Bを見ると，やさしい心をもつ優位者Aは，「気の毒」
で胸を痛め(1-0PE),なんとか手を貸して助けてあげたいとおもうだろう。この他者を「あ
われ」におもう運動のシャドーとして， Aには，他者にくらべて恵まれた自分の身を「心
苦しく」おもう気持ち4-SNEが発生する。この「つつしみ」の動作によって自己のなかに
生じた負圧にちょうど対応して，他者に向けて割かれるべき余剰分ポジオンが発生する。
Aは， Bの欠如の負圧を埋めるために， Bをなぐさめ励ますとともに，モノや労力の支援
を実際に他者へむけて送りだす (Pl)。
Aの愛の贈り物がBを満足させた場合は， Aへの感謝の感情が生まれてポジオンループ
への転轍がおこる。 Bの欠如を埋めるに不十分な場合は，わたしはこんなに苦しく貧しく
寂しいのに，という「不満」が，なぜもっと愛や援助をくれないのか，という「ねたみ」
（というコトバはあまり適切でないが）に反対称変換 (h) される。「つつしみ」によって
Aから放出されたせっかくの余剰荷重も， Bのあまりに深い負圧の穴へ吸い込まれてしま
ったのである。おそらく Bは愛と平等の理念のもとに「あなたはやさしさが足りない，ケ
チだ，ずるい」などとAを非難し引き下ろす (8-0NE)だろう (N2)。同時に，その非難
のシャドーで自分の欠如が埋まる (5-SPE) ような錯覚をもつかもしれない。
-135-
関西大学『社会学部紀要』第31巻第2・3合併号
こうしていわば弱者の脅迫をうけた優位者は，さらにわが身を「つつしむ」 (4-SNE)か，
あるいは「あつかましい」として Bを「さげすむ」か (3-0ND), ふたつの選択肢のまえに
たたされる。さげすみをとった場合，軌道は右にふれて次に述べる差異化のDループに転
轍される。「つつしみ」からさらなる「あわれみ」への道 (d) を選択すると，なんとやさ
しいお方， と感謝されてポジオンループにシフトできるか，下手をすると，さらに援助や
小遣いを与えざるをえなくなる「甘やかし」の無限軌道へとはまりこむ28)。
7-4.5差異化のループ
Dループ： NI (A3-0ND→ B7-SND) + f (7-SND→ 6-0PD) 
+ Pl (B6-0PD→ A2-SPD) + b (2-SPD→ 3-0ND) 
[A3さげすむ→侮蔑→B7いじける→敬虔→B6あがめる→畏敬→A2ほこる→軽侮→A3] 
最後のソシオループは，キュープ右翼の面をかこむ差異化のDループである。たとえば，
あまり上手ではない新入社員Bの仕事ぶりをみて古株のAに「さげずみ」の感情が生まれ
たとしよう (3-0ND)。Aの軽侮の念は，意識的無意識的な言動を通じて表に漏れでて，「軽
蔑」というネクロンとなってBに伝わる (NI)。仕事のよくできるAに軽蔑されているこ
とを感じたBは，情けなくて落ち込んで自分がイヤになるかも知れない(7-SND)。自分が
ダメに思えるのに比例して，先輩Aが立派 (6-0PD)にみえてくるだろう(/)。反感をも
ったばあいは軌道は左へ振れて「うらみ」によるネクロンのループヘとシフトする。
先輩Aの態度や仕事ぶりに感心したBは，自分からへりくだって，先輩のAをもちあげ
るかもしれない (P2)。Bの意外な「賛美」のポジオンをうけたAは，自分を誇りますま
す「尊大」 (2-SPD)になって， Bに「あなどり」を隠さない (3-0ND)ようになるかもし
れない (b)。ひどい場合はいじめることすらありそうである。 Aが寛大な先輩ならば， B
を手助けして，軌道を左にふるだろう。
さて， AにいじめられたBは， Aの力を知ってこわくなり，いっそういじけてへりくだ
る可能性がある。そしてその結果，その恐怖と卑下のシャドーとして，ますますAへの畏
28) このように．友愛に充ちた平等化のループにも．上面では「せがみ」と「甘やかし」が．下面では「う
らみ」と「やましさ」とが，たがいのシャドーとなって反転しながら回転する「共依存」性の PN循
環が起こりうることは．目をとめるに値する思考実験のひとつの成果である。なお，精神分析家のメ
ラニー・クライン1957は，乳幼児の時代から，この「妬み」と「感謝」の危険なシャドー・ループが
母の胸をめぐって回っていることを見抜いていた。
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れの念が高まり．恐縮しながらそのシャドーの敬意をAにとどけるだろう。その虚の尊敬
にAはますますいらだちながら．卑屈にすらみえてきたBをいっそう迫害する， というわ
けである。
例がすこし卑俗にすぎたかもしれない。ともあれ，このキュープ右側面を囲む差異化の
Dループでは， BからAへ「尊敬」のポジオンが流れだし， AからBへは「侮蔑」のネク
ロンが流れこむ。称賛と卑下，尊敬と侮蔑がたがいにシャドー動作となって他を増幅しな
がら．それぞれのチャンネルに連結されるひとつの環が完成する。ポジオンがネクロンの．
ネクロンがポジオンのシャドーを生成し，たがいに反転しながら，人と人のあいだを循環
する。このDループは循環を重ねるほどに自他を差異化し，優と劣，高と低，持てる者と
持たざる者．果ては高貴な者と卑賎な者というかたちで，階層的な社会秩序を形成する重
要な機能をはたす。それは古代より貴族と奴隷．主人と従者など支配ー被支配関係の発生
と階級の形成をうながしてきた基本的な力でもある。
なお，この差異化のDループは，ポジテイヴな領域では，優越者への賛美と同一化とい
う献身的愛の情念を生きることを，たとえ「自由からの逃走」 (E.フロム1941) といわれ
ようとも従者に可能にする。そして優者にはいっそう優れたものとして存在しようとする
卓越への意志，「力ヘの意志」 (F.ニーチェ1887)と，誇り高い貴族主義的な精神（ノプレ
ース・オプリージェをふくむ）を育む働きもある。そしてなによりも．クラスのだれかに
人気があつまるように．どこか優れた人に信用や人気が集中することで，個人の実力をこ
えた予期ポテンシャルの集積すなわち「カリスマ」 (M.ウェーバー1920)がネットワーク
に発生して．つよい社会的動員力を生み出すことを付言しておこう 29)0
29)人類学者のc.レヴィ＝ストロース1962はつぎのように書いている。「人間は前もって人間の側の貯
蔵タンクと神の側の貯蔵タンクとの間を導管でつないでおいたのであるから，神の貯蔵タンクの方
が自動的に空所を埋めて，人間があてにしている恵みを施すことになるはずである。供儀を図式化す
れば，非可逆的操作（犠牲の破壊）によって，別の面において同じく非可逆的な操作（神の恵み）を
ひきおこすことである。第 2の操作が起こる必然性は，同じ高さにない 2つの「容器」を導管でつな
いでおいたことによって生じる。」（ゴチックは引用者）
この貯蔵タンクの中身こそ，本稿で「荷重」もしくはデキゴトの「予期ポテンシャル」とよぷもの
である。全能の神とはまさに，雨なり豊漁なりのデキゴトー恵みをもたらす「ポテンシャル」（潜在力）
をもつところの他者そのもの（サプネットワーク上の超越荷重体）にほかならない。
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7-5.1人の道
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ヒトは単なる自己保存の欲動にしたがうのではない。ダイオンのエクスタシーのところ
でも述べたように，自他を双対的な表象荷重体として分節する人間は，他者を愛したり，
自己を虐げたりしながら，ときにポジオンの善意のなかで愛と光りの国を夢み，ときにE
ループの果てに差異の解消する平等のユートピアを幻視する。ネクロンの軌道に落ち込ん
で憎悪に燃えることもあれば， Dループの祭壇に高貴なあるいは清潔な秩序を祈ることも
できるのである。人間の感情と思想は，ダイオンの荷重変換ロジックと，自然発生的なル
ープの力学に従いながら，行きつくところへ行きつく可能性を秘めている。
その途上でいくつかの危険な動作が発生する。とくに，恨みや妬み，怨念などの負圧を
吸って回るネクロンの環は，殺人や放火のような負のエクスタシー願望とともに，社会秩
序の生成に致命的なリスク要因となりうる。不信と疑惑，脅えと猜疑のなかで，たがいに
食いつぷした自他の信頼の廃墟のうえで，生き残った欲動が同種の個体どうしを死滅へ導
く社会の破局が訪れうるからだ。
文明が成立するためには，ある種の欲動には名もあたえずに封印し，ある欲動は奮い起
こして望ましい荷重動作パターンに誘導することが，かならず必要となる。古来より「人
の道」を説く倫理や道徳はもとより，地獄堕ちの恐怖や来世の救済を約束する手のこんだ
象徴装置は，「理想」や「イデオロギー」とともに，ダイオンの荷重動作を記号コトパによ
って文明と秩序へと誘導する人類の懸命の知恵であった，といえるだろう。
実際，文化や家族，部族や民族，宗教や階級によってじつにさまざまな禁止と講導がか
けられてきた。ある種の荷重動作は禁止され，あるものは勧奨される。人を殺すな，自殺
をするな，からはじまって，希望をもて，へりくだれ，がんばれ，あきらめろ，他人をい
たわれ，容赦するな，上見て暮らすな，いじけるな，卑しむな，恥を知れ，恨め，怒れ，
恐れるな，ほこりをもて，つつしめ，ほしがるな，野心をもて，ねたむな，あなどるな，
たたえよ，いばるな，胸を張れ，などなど，民族，宗教，階級や性別，時の要請，流れな
どによって実にさまざまに多様であり， しかもしばしば驚くほどに矛盾している。それだ
けでなく，昼と夜，戦時と平時ではしてよいことと悪いことがまったくひっくり返るほど
に，時と場合によっても，平気でつかい分けられてきた。そのそれぞれの教えや脅迫によ
って，いろいろにさまざまなシーソーが傾いて，大小明暗強弱じつに多様な無数のソシオ
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5-SPE 6-0PD 
1-0PE 2-SPD 
8-0NE 7-SND 
4-SNE 3-0ND 
7.5a平等化
5-SPE 6-0PD 
I-OPE 2-SPD 
8-0NE 7-SND 
Rl 
4-SNE 3-0ND 
7 .5b差異化
図7.5イデオロギーの風
ン・ループがまわってきた， と考えられる。この問題をゆっくりキュープのまな板にのせ
るのはまた別の機会にして，以下，主として平等化と差異化をめぐって繰り広げられてき
たイデオロギー問題を欲動制御の視点から簡単に検討しておきたい。
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7-5.2 DE転換
欲動の制御と誘導という問題をキュープモデルの上で考えると，かなり明快に整理でき
る。位相の合成でも論じるが，キュープを，差異とその変化率をセットであらわした簡単
な状相空間＝力学系と考える。 X軸に差異化と平等化の程度， y軸に陽性と陰性の荷重動
作（上向きの変化率と下向きの変化率）をとると，各点に差異とその変化を誘導する力を
ベクトルとして対応させることができる。ある時点である関係にふくまれる差異化の力は
右向き x 成分，平等化の力は— X成分，希望に対応する陽性動作は y成分，恐怖や不安に対
応する陰性動作が— y 成分となる。時間とともに，差異化が進展するとその点が右に移動し，
恐怖が強まるとベクトルが下向きになって y軸をマイナス方向に移動する，と記述するこ
とができる。つまりキュープ，というより 4つのフェイズからなる空間上に状態の変化を
誘導する力のペクトルをばらまくのである。時間とともに変化する人びとの欲望や意欲の
ありかたを，風潮や論調といった集合的な傾向も含めて，キュープという状相空間上の流
れあるいは軌道として視覚的に表現することができる (E.A.ジャクソン1991)。
この状態を誘導しようとする力，思潮や風潮をすこし単純にすぎるがあえて「イデオロ
ギー」とよぽう。まず，私たちになじみぶかい左向きの「風潮」について考える。図に表
わしたように，これら差異を最小化しようとする平等主義的傾向もしくは運動は，キュー
プ上では左へ状態を遷移させようとする左向きのベクトルとして記述できる。これら DE
転換を要請するイデオロギーをわかりやすく「左向きの風」とよぽう。左向きの風には基
本的に優者，劣者にそれぞれ2つ，全部で 4つの風向きを区別できる。
L 1 : 2-SPD→ 4-SNE 
まず優位者についてみると，図7.5aで示したように， [Ll:ほこるな→つつしめ］とい
う誘導がありうる。「おごり」 (2-SPD)を悪徳として禁じ，「つつしみ」 (4-SNE)を美徳
として称揚するわけである。自己指向タイプの優位者に自己の余剰荷重を下向きに動かす，
つまり放棄するように腐めるもので，「平等」の思想と運動をになう重要なモメントである。
ただ， DE転換を要請するこの謙譲のイデオロギーには，陽性のP型動作から下向き N型の
抑制動作への PN転換のモメントがふくまれていることに目をとめておこう。
L2: 3-0ND→ 1-0PE 
優位者を吹く左向きの「風」のもうひとつのパターンは， [L2:さげすむな→あわれめ］
の誘導である。たとえ疎ましくても，劣位の他者を侮蔑・排除 (3-0ND)せずに，「いたわ
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り」 (I-OPE)をもって援助の手をさしのべよ，という誘導で，「ヒューマニズム」の核心
を構成するものである。いつも他者の状態を気にする他者指向タイプの優位者にたいして，
劣位の他者を見下げるようなN動作を禁じて，つねに助け上げるように要請する愛の主張
である。
以上， Ll,L2のふたつの誘導動作は，指向の対象が自他セットになったとき，「おのれ
をつつしみ，他者をあわれめ」とする典型的な博愛の運動となることはいうまでもない。
L 3 : 6-0PD→ 8-0NE 
劣位者の左風に移ろう。まず， [L3:あがめるな→ひきおろせ］という強いN動作の喚
起と攻撃性の誘導がおこりうる。たとえ優れていても，むやみに他者を「たたえて」 (6-
OPD)はならない。本来人間が平等であるとすれば，いま他者のところにある余剰は，不
正な獲得あるいは収奪の結果である。他者を「ひきおろし」 (8-0NE),特権と不当な富を
剥奪せよ，という強烈な主張が革命の原動力となったことは，指摘するまでもないだろう。
称賛の愛である PをN動作に転換する憎しみのイデオロギーであるが，それが奴隷制や植
民地主義のような差別的抑圧体制をうち砕く解放の力として働いたことも記憶にとどめて
おかなければならない。
L4: 7-SND→ 5-SPE 
次に， [L4:ひげするな→ほしがれ］の誘導である。しがない私，などと自分を「いや
しんで」 (7-SND)はならない。人は生まれながらにして「平等」であり (J.J. ルソー1755),
他者とおなじように幸せを，充足を「もとめる権利」 (5-SPE)がある， という力づよい宣
託である。虐待や拷問など不当な苦しみをもたらすN動作からの解放という希望と，病気
や貧困という欠如の除去の要求という，真当な流れに加えて，豊かで幸せそうにみえる他
者と同じように私もなりたいという普逼的な欲望のシャドーが潜んでいる点が，「人権思
想」の気づかれにくい一面である。 N領域にあっては希望の光をもたらす真性なコトバが，
P世界に浮上すると限りない欲望の肥大に荷担するイデオロギーのコトバとなりうるので
ある。
いうまでもなく，怒りにみちたL3の攻撃的精神「うやまうな，ひきおろせ」は， L4の
切ない欲望の運動「ひげするな，ほしがれ」と反対称にむすばれたとき，大きいエネルギ
ーを獲得する。この嫉妬と欲望の力が正義で武装したとき，どれほどの威力を発揮しうる
かを， 2 0世紀の人類は革命の希望と恐怖のなかで身をもって体験した。
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7-5.3 ED転換
R1 : 4-SNE→ 2-SPD 
ソシオンのキュープでは「右向き」の風も起こりうる。図7.5bのRlから筒単にみよう。
左下方から右上方にむかうベクトルは， [Rl:つつしむな→ほこれ］の誘導で， ED転換の
要請である。周囲の他人と比較して自重したり，力を加減して身を「つつしむ」 (4-SNE)
必要はない。自己の能力を全開して「ほこりたかく」 (2-SPD)生きょ，というメッセージ
であり，それによる差異の拡大を良しとする思想である。このRlには，上方へ向かっての
差異化という P型のモメントがふくまれており，成功への野心や，卓越への夢がこの右向
きの風のもつ陽性の成分に相当しよう。
R2: 1-0PE→ 3-0ND 
これに対し， [R2:あわれむな→さげすめ］という，もうひとつの差異化， N動作をす
すめる陰性の差別化がありうる。いうまでもなく，「差別主義」思想の根幹をなす思潮であ
る。これは，たとえばいじけて僻んでいるわが子を「かわいそう」とあわれんで (1-0PE)
ばかりいるな，卑しいこころや卑劣な犯罪（者）をきちんと「さげすめ」 (3-0ND)という
ような教示であるとすれば，それなりに納得できよう。ただ，犯罪の多いスラムの住民や
皮膚に色のついた人間を蔑み排除せよ，などという極右的演説となれば，左風はもちろん，
無風地帯からも抵抗を受けることになろう。右向きの風が，人の道のそばを吹くときは，
それなりの注意が要りそうである。
この RlとR2両方の右風がセットになって吹きはじめると，激しい暴風となる危険性が
高い。「他者をさげすみ，自分をほこれ」は，自民族中心主義のイデオロギー的核心である。
弱者に対する排除攻撃が，優位者の衰弱した誇りを回復するためのシャドー・オペレーシ
ョンとなることが多い，とまとめることができよう。
R3: 8-0NE→ 6-0PD 
最後に，劣位者にふく右風にもふれておこう。まず， [R3:ねたむな→たたえよ］とい
う風向きの ED転換がある。これは，お金持ちや才能のある人をやたら妬んだり「嫉んだり」
(8-0NE) してはならない。優れた人や恵まれた人を「ほめたたえ」 (6-0PD)なさい，
という敬愛のすすめである。妬んだからといって幸せになるわけではないことを知った人
類には，それなりに貴重な風を運んでくるメッセージかもしれない。
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R4: 5-SPE→ 7-SND 
R4はもうすこし陰性の勧めで， [R4:ほしがるな→ひげせよ］という下向きの風の道で
ある。かっての，「身のほどを知れ！」という一喝 (7-SND)では，まさにこのN型の右風
がひと吹きされたのである。身分の違うものを「欲望」 (5-SPE)してはならないという禁
止は，身分制の枢要な掟であった。こんにちでは，欲望で肥大した自分の卑しさを知りな
さい，という清貧とシンプルライフのすすめなどが，この右風にあたるだろう。ここでも
上向き下向きの風がひとつになって右に吹くと，人権や不平等にたいするスタンスがすこ
し右にぶれる可能性がある。
以上，きわめて大雑把であるが，キュープ上を吹くイデオロギーの風についてふれてみ
た。風は局所的に吹いている場所もあるし，瞬間的に荒れ狂う場合もあるだろう。季節風
のような循環もありそうだが，それはともあれ，総体として「人間」は，その社会のネッ
トワークとともに，時代の風に扇られたり，逆風に抗したりしながら，左右の強風に翻弄
されて右往左往し，さらにまた希望の陽光に誘われて浮上したり，恐怖の影に脅えて沈ん
だりしながら，天と地のあいだを憂き沈みしている，などととりあえず表現できそうであ
る。科学としての課題は，その力学系のなかに，どのような吸引領域や特異点が存在して
いるのか，それがどのようなパラメーターの変化によって顕在化するのか， といった問題
を，大きくは「大量粛清」や「恐怖政治」の力学の問題と対応させて，いかに有効に説明
するか，という点にしぼられるが，それはまだ先の課題である。
とりあえず，キュープモデルは，倫理やイデオロギーをふくむ社会学の古典的な問題(K.
マンハイム1925, D. ベル1960) を，力学系のうえの「流れ」（ベクトル）として概念的に
組み込むことで，自由と平等，希望と恐怖をめぐる古典的で現代的な社会学の根本問題を
原理的に考えるためのひとつの思考の道具として鍛えていくことができるかもしれない。
7-6システムの状相運動
7-6.1位相の合成
ソシオキュープは社会状態を記述するモデルとしてもそれなりの有効性をもつように思
われる。個別主体とその関係から社会ネットワーク全体へとモデルの射程を拡大するため
に，不十分だが若干の検討を試みる。図7.&aをごらんいただきたい。ある社会のネットワ
ークを構成する主要なループの集合を考えて，差異とその変化率で定義されるその集合的
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な状態を，ひとつの状相空間のうえで記述する。簡単にキュープを裏表合成する， といっ
てもいい。これによって，行為の当事者は消去され，関係のモードだけが4つの象限に残
される。社会ネットワークに発生する信用や評価の「差異量」を「平等」，その差異の「変
化率」を「自由」と関連させて，社会システムの運動をこの状相空間の上で考えてみたい。
PDフェイズ
まず，第 I象限PDフェイズで，キュープ右上のふたつの項点 6-0PDと2-SPDがチャ
ンネルP2で連結される荷重コミュニケーションPD={6-0PD (たたえる）→2-SPD (ほ
こる）｝がシステム全体としてドミナントであるような社会状態を表わしている。劣位者か
ら優位者ヘプラスの荷重ポジオンが移動するので，信頼や称賛を獲得した人びとが，ます
ます大きな信頼と高い栄誉を手にするようになる。「富」や「信用」が蓄積し，差異化が上
向きに進展することになる。このフェイズは，「楽市楽座」や「フロンティア精神」の時
代のように，運や才能に恵まれた優れた人びとには，おおきな夢のあるフェイズというこ
とができる。このようにプラスの方向に向かって差異を拡大する局面の代表例として，た
とえば「オリンピック」があげられる。いわゆる自由主義市場経済も，搾取や剥奪をとも
なわないあいだはこの局面にある，と言えるだろう。
NDフェイズ
その下の第IV象限にうつろう。 ND={3-0ND (さげすむ）→7-SND (ひげする）｝の
コミュニケーションが一般化するモードで，負のソシオトロン，ネクロンが優位者から劣
位者へ移動する。この攻撃的なコミュニケーションが一般化する局面では，劣位者は信用
や愛のような正の荷重を剥奪され，ますます下方への差異化が進展する。侮りや蔑みをう
けた劣者は，不信や屈辱の負圧を蓄積しつつ苦界に沈んでいくことになる。罪人や奴隷，
「魔女」や「異教徒」「ユダヤ人」たちの絶望的運命をはじめ，失うべきものは鉄鎖しかな
いほどに搾取された「プロレタリアート」の運命も，とりあえずこのフェイズで記述され
ることになろう。人種差別や民族宗教差別，ひいては絶滅浄化をめざすジェノサイド，ホ
ロコーストなどはこのNDフェイズの典型的な事例である。
PEフェイズ
左側上部の 2つの項点1-0PEと5-SPEが荷重コミュニケーションで結ばれて， PE={l
-OPE (あわれむ）→5-SPE (ほしがる）｝というかたちが一般化すると，「いたわり」や支
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援，保護のようなプラスの荷重ポジオンが優位者から劣位者へ移送される。この第I象限
では，優者から劣者ヘポジオンが移動するので差異が縮小し，平等化が進展する。劣位者
の欠如が充たされるプラス方向への荷重変化が集合的に発生するので，全般的に，希望の
光りのもとで愛と欲望の力によって明るい平等化がすすむ，と考えられる。つつしみとい
たわりの力で欠如がみたされる「チャリティ」の運動や，明るい欲望の解放をめざす食べ
呑み放題の「宴会」などが一例である。差異の解消をめざして「私的所有」の放棄と共有
化を追求したさまざまのコミューンや，真の人類史を切り開くと自負した「コミュニズム
（共産主義）」はこのフェイズを代表する。
NEフェイズ
最後のフェイズNEは， 8-0NEと4-SNEをつなぐコミュニケーション， NE={8-0NE
（ねたむ）→4-SNE (つつしむ）｝の運動が集合的に発生する局面である。優位者の側にあ
る余剰分をマイナス方向に引き下げようとする負の平等化の局面で，嫉みや疾しさのよう
なネクロンのポテンシャルが劣者から優者へと流れる。余剰分をマイナス方向にさげよう，
とする運動が一般化するので，怒りと慎み，非難と警戒といった暗くきびしいムードのな
かで恐怖の平等化が進展する，とみていいだろう。小さなものでは「反省会」，大きな制度
としては人民裁判や「反革命分子」の矯正や粛清をめざした「強制収容所」などがあげら
れる。
位相の移行
これらのフェイズを整理したのが図7.&cである。これらの 4つのフェイズには矢印でし
めしたように，状相の移行がある。「聖」と「俗」 (E.デュルケーム1912,M. エリアーデ
1949)をはじめ，「コミュニタス」と「ストラクチャー」 (V.ターナー1969)「祭り」と「日
常」，「ハレ」と「ケ」など，状相の移行をともなう社会ー意識の変容への着眼は，おおかた
この状相空間の上でそれぞれの洞察と問題関心によって象限を区切りながら発想されてき
た，とみることができよう。
ネットワークの局所に発生する小さな移行として，「会社」と「禅寺」あるいは「修道院」
の往復（出家あるいは還俗をふくむ），「仕事」と「宴会」の場の転換，「お祭り」から「反
省会」への移行など，その可逆性ー非可逆性， 象徴性ー実物性などの理論的次元もふくめて，
ネットワークの位相転換にからむかなり興味ぶかい問題がいろいろと存在しているが，そ
れらを掘りおこして議論するのはまた後の機会にとっておきたい。
-146-
ソシオンの一般理論 (II) (木村）
この稿の最後に，ネットワーク総体の集合的状相移行つまり社会過程を記述する道具と
して，このモデルがどのていど使用にたえるか，その有効性を打診するために，自由と平
等，希望と恐怖をめぐる人類社会の歴史と運動について，そのまったくの粗筋だけの軌道
を簡単に描いてみたい。
7-6.2熱の導入
熱と冷の次元を加えて拡張したのが図7.6dである。差異がゼロになる X軸の左端から右
に行くほど差異が大きくなることになる。 y軸に，差異の変化率つまり，差異がなくなっ
たりできたり逆転したりするその激しさを指標としてとる。プラスの側は，向日性の欲望
や希望や愛のつよさに対応し，マイナスの側は負性の感情つまり憎しみや恐怖の量に対応
する。どちらも水平の中心線から離れるほどその変化への予期が高まる。すなわち，上面
のプラスの世界では，変化と向上への希望つまり自由の感覚や理念や運動が強くなり，下
のマイナスの世界では，同じ変化でも，地位や財産や命の剥奪・喪失をともなう下降への
変化の予期つまり憎悪と恐怖が度合いを強めることになる。
水平の X軸に近いほど，差異の変化率つまり「温度」は低く，いわゆる「冷い社会」で
ある。つまり，差異それじたいは存在しても，その変化は希求も歓迎もされない。簡単な
事例をさがしてみよう。大きな差異が存在する X軸の右端からはじめる。温度が低い (C: 
cold)が差異が大きい (D)ものとして，いわゆる「身分社会」を考えることができる。身
分社会はいろいろな技法（「諦め」や「来世の救い」や「最後の審判」など）で，この現実
社会における変化向上への欲望を押さえ込んで温度（変化率）を下げる。優越した他者へ
の「尊敬」とみずからへりくだる「敬虔」を美徳とする安定したカースト社会 (CPD)で
あることもあるが，すこし下方向ヘズレると，欠如の負を抱えたままの「苦しみ」の安定
状態つまり奴隷社会になる。図で CNDと表記したのがそれである。卑下と卑屈さと傲慢な
侮りが手を結んで安定するあまり住みたくない社会の位相である。
この身分社会が熱 (H: hot) を帯ぴて上に向かって開かれると，「楽市楽座」的下克上
状態 (HPD)が訪れる。「貧乏人」やその子が「大金持ち」になったり，「足軽」が「関白」
になったりするのはそのシンポルである。明治維新後の日本において発生した「立身出世」
的な状況や，「セルフヘルプ」と「フロンティア精神」による「金銭的成功」のアメリカン
ドリームなど，いくつかの対応する歴史的状況を考えることができるだろう。
下にぶれると，かなり恐ろしい状況が現出する。激しい「奴隷狩り」や人種主義の「ア
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パルトヘイト」．ナチスによる「民族虐殺」など，カースト社会には見られない恐怖と暴力
が蔓延する悲劇的な状態である。おびえと憎しみのネクロンの波動が社会全体をふるわせ
ながら呑み込んでいくだろう。人類は確かにそのような熱い負のフェイズ (HND)があり
得ることを知った。
封建的身分社会 (CND) の打破と「自由•平等・友愛」 (HPE) の実現をめざしたフラ
ンス革命の軌道をはじめ，植民地支配からの独立や「奴隷解放」を経ることで．「自由」と
「豊かさ」への熱い夢 (HPD)をそれなりに実現してきたアメリカ合衆国の軌跡などを図
の上に描いてみることができる。これに対し．「失うべきものは鉄鎖しかない」プロレタリ
アートの「峰起」による共産主義革命のイメージは．もたざるものがますます貧しくなる
窮乏状態から．「万人が各人のために，各人が万人のために」生きる熱い理想の平等主義社
会 (HPE)に向かっての歴史的跳躍であった，と言えるだろう。実際に生み出したものは
ともかく， 1917年ロシアに勃発したソヴィエト革命がめざしたものは，このフェイズスペ
ースでいえば，左上に位置する万人が等しく友愛と希望に燃える熱い共同態としてのコミ
ューンであったことに変わりはない。
この熱い共同態はちょうどソヴィエト・ルネッサンスといわれる向日性の文化を生みだ
したあと，急速に冷え込んでいったことはよく知られている通りである。図に即してみる
と，熱い「コミューン」としての祝祭的社会状態は，冷却されると「修道院」的モードを
とることになる。規則や規律が重視されるかたくるしい平等主義的集団農場に代表される
社会状態 (CPE)である。この冷たいがそれでも希望をベースとしたシステムが冷たいま
ま希望も失うと．その下の暗がりにいわば「少年院」的学習施設つまり思想改造のための
「強制収容所」がすがたを現してくる。矯正収容所とでも呼ぷべきだろうか。その静かな
負が平等に強制される不自由な状態は．状況が深刻化するにつれて「スパイ・反革命」狩
りを必然化する。さらに余剰を持つ者への糾弾の声が大きくなるとともに，平等主義の名
のもとに「千人が各人を監視し，各人が千人を監視する」恐怖の全体主義が誕生する。「人
民裁判」や「総括」がいたるところで繰り広げられ，人々はいつ剥奪の憂き目にあうのか，
強制収容所へ送られるのか．なぜ逮捕されたのかいつ釈放されるのかすら明らかにされな
いまま．暗黒の恐怖が，密告の恐れとともにネクロンの圏走りとなってネットワークを吹
き荒れる。
この上下のフェイズはじつは背後で折り重なる。明るい理想のコミューンは． じつは恐
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怖の粛清収容所ラーゲリとセットで存在した。実際クレムリンの裏庭にKGB本部が位置
していた。多くの文明においても，富が収奪と，栄光が虐殺とセットになっていたことは
よく知られている。相図では上と下にはっきりと分かれている光りと闇，明るい希望の世
界と暗い恐怖の世界は，たがいにシャドー動作をとおして裏側で結ばれている可能性があ
る。
しかも，裏側でこのふたつの世界を結んでいる者は，他人を搾り取っても自分が楽をし
ようという人間の欲望や，楽をしている他者を引き下ろそうとするダイオンのさもしい欲
望によってだけではない。人は愛する者のために，信じるもののために，自分の命を投げ
出してまでも，同種である他者を迫害し虐殺しようと激しく欲するという奇妙な特性をも
っている，すくなくとも秘めている。すなわち，裏側で闇と光りを結ぶのは，次号でふれ
るトリオンの愛憎変換動作である可能性が高い。この点はおそらく，人類の悲劇を理解す
る上で決定的な問題である。
以上は，論証を欠いたまったくの思考実験，紙の上のシミュレーションである。その事
例の適否は，またそれなりの準備をもってしかるべき人によって行われなければならない。
それらはただ，ソシオン理論の射程を打診するために，敢えて語られたひとつの貧しい物
語りに過ぎない。科学理論としての精錬はもちろん，データの収集と仮説の検証はまだま
ださきの長い道のりである。
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